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看
護
師
は
、
地
域
の
人

の
命
と
健
康
を
守
り
、
そ

の
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と

を
支
え
る
職
業
で
す
。

　

鶴
岡
市
に
、〝
荘
看
（
シ

ョ
ウ
カ
ン
）〞
の
愛
称
で

呼
ば
れ
る
、
市
立
荘
内
看

護
専
門
学
校
が
あ
る
の
を

御
存
じ
で
す
か
？

　

本
特
集
で
は
、
来
年
新

校
舎
が
完
成
す
る
、
荘
看

の
魅
力
や
学
校
生
活
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

荘
内
看
護
専

門
学
校
☎
22
‐
１
９
１
９

特 集

学校の特色学校の特色
　

荘
看
の
前
身
で
あ
る
荘
内
病
院
看

護
婦
講
習
所
の
設
立
は
大
正
３
年
。

１
１
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
地
域
の

看
護
教
育
を
担
う
、
全
日
制
の
３
年

課
程
の
学
校
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
約
１
、２
０
０
人
が

卒
業
し
、
庄
内
地
方
を
は
じ
め
県
内

外
で
看
護
職
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
か
ら
、
市
内
泉
町
（
旧
鶴

岡
税
務
署
跡
地
）
の
新
校
舎
に
移
転
。

実
際
の
病
室
を
模
し
た
「
看
護
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
室
」
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
よ
り
実
践
的
に
学
習
で
き

ま
す
。

　

１
学
年
の
定
員
も
、
現
在
の
20
人

か
ら
30
人
に
増
員
と
な
り
ま
す
。

　

授
業
料
は
月
額
２
万
円
。
県
内
で

最
も
授
業
料
が
安
い
看
護
専
門
学
校

で
す
。
教
科
書
や
被
服
費
等
を
含
ん

だ
必
要
経
費
の
総
額
は
、
３
年
間
で

約
１
２
０
万
円
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
修
学
支
援
新
制
度
、

県
の
看
護
職
員
修
学
資
金
貸
与
事
業
、

市
の
つ
る
お
か
エ
ー
ル
奨
学
金
返
済

支
援
制
度
な
ど
、
各
種
奨
学
金
・
減

免
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。

　

荘
看
の
教
育
目
標
は
、
変
化
す

る
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

な
が
ら
、
将
来
の
地
域
医
療
の
担

い
手
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

同
校
に
は
、
市
が
運
営
す
る
学

校
な
ら
で
は
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

概
要
や
魅
力
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

看
護
専
門
学
校
で
は
、
現
場
で
の

実
践
力
を
養
う
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

荘
看
で
も
、
荘
内
病
院
や
保
育
園
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
各
施

設
と
連
携
し
、
様
々
な
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

新校舎の完成予想図

今、 ここから未来へ今、 ここから未来へ 鶴岡市立鶴岡市立

荘内看護専門学校荘内看護専門学校

市
立
だ
か
ら
安
心
の
授
業
料

令
和
７
年
度
か
ら
新
校
舎
に

歴
史
あ
る
市
立
校実

践
力
を
養
う
教
育

真剣な表情で実習に取り組む１年生の皆さん

1

2

3

4
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学
校
説
明
会
（
２
回
）

　

荘
看
の
教
育
と
新
校
舎
の
特
徴
、

入
学
試
験
の
詳
細
な
ど
を
紹
介
す

る
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
。

　

申
込
み
は
７
月
18
日
○木
ま
で
同

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
同
校
☎
22

‐
１
９
１
９
へ
。

　中学生の頃、入院した荘内病院
で看護師さんの優しさに触れ、看
護師を目指すようになりました。
　患者さんと実際に接する実習で
は、どんな言葉を掛けるべきか悩
むときもありますが、クラスメイ
トと相談し合っています。放課後
や休みの日には、一緒に遊びに行
ったりもしますよ。
　生まれ育った地域は年配の方が
多いので、卒業後は地元に住んで
鶴岡市内の病院に就職し、地域の
医療に貢献したいです。

卒業後、 未来への展望卒業後、 未来への展望

　

基
礎
・
専
門
の
講
義
や
実
習
の
ほ

か
、野
外
研
修
や
学
校
祭
で
あ
る「
看

学
祭
」、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
灯
を

誓
い
と
と
も
に
受
け
継
ぐ「
継
灯
式
」

な
ど
の
行
事
を
通
じ
て
、
仲
間
と
の

絆
を
育
み
ま
す
。
少
人
数
制
の
た
め
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
支

え
合
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

主
な
実
習
病
院
で
あ
る
荘
内
病
院

へ
は
徒
歩
３
分
の
立
地
。
ほ
か
に
も
、

南
庄
内
地
域
の
施
設
等
で
実
習
を
行

い
ま
す
。

　

教
育
課
程
の
修
了
後
、
看
護
師
国
家
試

験
を
受
験
し
、
看
護
師
免
許
を
取
得
し
ま

す
。
全
国
平
均
の
合
格
率
が
９
割
に
満
た

な
い
中
、
荘
看
の
直
近
５
年
間
の
合
格
率

は
99
％
で
す
。

　

看
護
師
免
許
を
取
得
し
た
卒
業
生
は
、

約
７
割
が
庄
内
地
域
の
病
院
等
に
就
職
し
、

地
域
医
療
を
担
う
一
員
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
健
康
増
進
活
動
を
行
う

「
保
健
師
」
や
、妊
娠
・
出
産
に
携
わ
る
「
助

産
師
」、
学
校
現
場
で
の
保
健
活
動
を
行

う
「
養
護
教
諭
」
と
い
っ
た
資
格
取
得
等

を
目
指
し
、
進
学
す
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

３年間の学生生活３年間の学生生活

　荘看では学年を越えた関わりも
多く、先輩からアドバイスをもら
ったり、友達と放課後に実習の練
習をしたりしました。一日一日の
生活が濃く、思い出深いです。
　現在は、手術前後の患者さんの
ケアを担当していて、回復される
姿を見てやりがいを感じています。
　荘看で、看護の技術以外にも社
会人としての自己管理や責任感を
教えていただいたことが役立って
いますね。

看学祭！看学祭！

卒業生の進路
（就職・進学先）

８
月
２
日
○金
・
５
日
○月

午
後
１
時
30
分

継灯式継灯式

高校を卒業
（社会人入試あり）

荘内看護専門学校
【３年間】

看護師国家試験
看護師免許を取得

保健師・助産
師学校に進学

４年制大学に
進学（３年次編入）

保健師国家試験・助産師国家試験
保健師免許・助産師免許を取得

就職
（荘内病院）
42％

就職
（庄内地域）
28％

就職
（その他地域）
16％

進学
14％

養護教諭育成
機関に進学

養護教諭の
免許を取得

※グラフは過去５年間の実績

在校生在校生
インタビューインタビュー

卒業生卒業生
インタビューインタビュー

グループワークグループワーク

羽黒地域出身・３年生羽黒地域出身・３年生

第２学区出身・荘内病院に就職第２学区出身・荘内病院に就職

看護師として
就職
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鶴岡市職員採用試験【令和７年４月１日採用予定】

■■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111

■試験日時・会場・申込み

▲
 初級行政・初級土木・初級建築・初級電気・初級行政（障害者対象）・技能職・ＵＩＪターン枠・消防士
▷１次試験
　９月16日○月～25日○水  に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ ２次試験
　 １次試験に合格した方を対象に、10月下旬～11月上旬に実施予定
　（消防士以外は市役所本所等、消防士は消防本部で実施）
▷申込み
　・ 試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載
　・ 申込みは原則、７月１日○月～８月31日○土に市HP「電子申請」で手続き
　　※電子申請ができない場合はご相談ください。

▲

  看護師［助産師］・診療放射線技師
▷適性検査
　 ８月１日○木～18日○日に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ 面接試験
　８月25日○日に荘内病院またはオンラインで実施（申込み後に時間を指定）
▷申込み
　・ ７月１日○月～19日○金に申込書を同院総務課へ（郵送の場合、19日○金までの消印有効）
　　市HP「電子申請」からも手続きが可能です
　・ 試験案内は同院HPに掲載

市HP

荘内病院
HP

■募集職種・受験資格

募集職種 受験資格（各職種で全ての要件を満たす方）

初級行政

平成15年４月２日～19年４月１日に生まれた方
（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

初級土木

初級建築

初級電気

初級行政
（障害者対象）

平成15年４月２日～19年４月１日に生まれた方（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除
く）で、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）をお持ちの方

技能職 昭和60年４月２日～平成19年４月１日に生まれた方

ＵＩＪ
ターン枠
（社会人
経験者）

上級
土木

各職種で①～⑤全ての要件を満たす方
①昭和39年４月２日～平成15年４月１日生まれ
②山形県外に本社・本庁を置く民間企業・公的
　機関等において設計業務、施工管理等の経験
　がある
③令和６年８月31日時点で、庄内地域（鶴岡
　市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町）以外
　に在住している
④採用後、鶴岡市内に定住する意向がある

⑤技術士、技術士補、土木施工管理技士またはRCCM
（シビルコンサルティングマネージャー）の有資格者

上級
建築 ⑤建築士または建築施工管理技士の有資格者

上級
電気 ⑤電気主任技術者または電気施工管理技士の有資格者

消防士 平成７年４月２日～19年４月１日生まれで、原則として採用後鶴岡市に居住することができ、普通
自動車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方または令和７年４月末までに取得見込みの方

看護師［助産師］ 昭和40年４月２日以降に生まれ、看護師または助産師免許を取得している方または令和７年４月までに取得見込みの方

診療放射線技師 平成２年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得している方または令和７年４月までに
取得見込みの方

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ5 広報つるおか　2024 . 7

所得税や市・県民税から定額減税しきれないと見込まれる方へ

差額を定額減税調整給付金として給付します
　■■事業担当　定額減税調整給付対策室　　■■問定額減税調整給付金担当窓口☎0120‐178‐024

◆給付対象者
定額減税可能額が、定額減税前の令和６年分所得税額
（推計）または令和６年度市・県民税所得割額を上回
る方
※定額減税前の所得税額と市・県民税所得割額がとも
　に０円の方は対象外です。
◆給付額
次の①②を合算し、１万円単位に切り上げた額

①所得税分…３万円×（本人＋扶養親族）－令和６年
　分所得税額（推計）
②市・県民税所得割分…１万円×（本人＋扶養親族）
　－令和６年度市・県民税所得割額
◆申請期限
10月31日○木（必着）
※対象者には、７月下旬以降順次
　書類を送付する予定です。

熱中症を予防しましょう
熱中症予防方法…■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

涼み処（クーリングシェルター）・暑さ指数…■■問本所環境課☎26‐0139

◆こまめに水分を補給しましょう
・のどが渇いていなくても、こまめに水分補給
・たくさん汗をかいたときは、塩分も摂取
◆暑さを避けましょう
・涼しい服装で過ごし、外出時には日傘や帽子を着用
◆冷房や扇風機を適切に使いましょう
・室内での熱中症を防ぐために我慢せずエアコンや　
　扇風機を利用

◆涼み処（クーリングシェルター）で過ごしましょう
・市役所庁舎、図書館などを涼み処（クーリングシェ
　ルター）として開放します。
◆暑さ指数を活用しましょう
・暑さ指数とは、熱中症の危険
　度を示す指標です。
　31以上で「危険」、「運動は原
　則中止」とされています。

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会　

公
募
委
員
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
・
三
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■■
任
期　

令
和
６
年
10
月
１
日
〜
８

年
９
月
30
日　

■■申
８
月
１
日
○木
ま
で
申
込
書

を
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ

（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■■他
市
HP

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

委
員
会　

公
募
委
員
募
集

　

鶴
岡
の
全
て
の
子
供
が
自
主
的
に
読
書
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図

る
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
同
推
進
委
員
会

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■■
任
期　

令
和
６
年
８
月
１
日
〜
８

年
７
月
31
日　

■■申
７
月
17
日
○水
ま
で
申
込
書

を
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ
（
郵
送

は
当
日
必
着
）　

■■他
市
HP

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
１
日
○月
〜
12
月
31
日
○火
の
開
院
日

■■場
山
形
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医

療
機
関　

■■対
今
年
度
中
に
20
歳
・
30
歳
・
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
40
歳

総
合
健
診
で
受
診
予
定
の
方
は
除
く
）　

■■内

問
診
、
歯
周
組
織
検
査　

■■費
１
、
５
０
０
円

（
70
歳
は
無
料
。
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
〈
要
事
前
申

請
〉）　

■■持
受
診
券　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■■他
医
療
機
関
に
要
予
約

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
温
海
地
域
…
五
十
嵐
真
弓
（
関
川
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
お
持
ち

の
方
を
募
集
し
、
優
良

者
を
表
彰
し
ま
す
。

■■対
昭
和
19
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

市
政

健
康
・
福
祉

詳しくは
こちら

熱中症対策・クーリ
ングシェルターの
一覧等はこちら
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鶴岡市職員採用試験【令和７年４月１日採用予定】

■■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111

■試験日時・会場・申込み

▲

 初級行政・初級土木・初級建築・初級電気・初級行政（障害者対象）・技能職・ＵＩＪターン枠・消防士
▷１次試験
　９月16日○月～25日○水  に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ ２次試験
　 １次試験に合格した方を対象に、10月下旬～11月上旬に実施予定
　（消防士以外は市役所本所等、消防士は消防本部で実施）
▷申込み
　・ 試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載
　・ 申込みは原則、７月１日○月～８月31日○土に市HP「電子申請」で手続き
　　※電子申請ができない場合はご相談ください。

▲

  看護師［助産師］・診療放射線技師
▷適性検査
　 ８月１日○木～18日○日に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷ 面接試験
　８月25日○日に荘内病院またはオンラインで実施（申込み後に時間を指定）
▷申込み
　・ ７月１日○月～19日○金に申込書を同院総務課へ（郵送の場合、19日○金までの消印有効）
　　市HP「電子申請」からも手続きが可能です
　・ 試験案内は同院HPに掲載

市HP

荘内病院
HP

■募集職種・受験資格

募集職種 受験資格（各職種で全ての要件を満たす方）

初級行政

平成15年４月２日～19年４月１日に生まれた方
（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

初級土木

初級建築

初級電気

初級行政
（障害者対象）

平成15年４月２日～19年４月１日に生まれた方（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除
く）で、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）をお持ちの方

技能職 昭和60年４月２日～平成19年４月１日に生まれた方

ＵＩＪ
ターン枠
（社会人
経験者）

上級
土木

各職種で①～⑤全ての要件を満たす方
①昭和39年４月２日～平成15年４月１日生まれ
②山形県外に本社・本庁を置く民間企業・公的
　機関等において設計業務、施工管理等の経験
　がある
③令和６年８月31日時点で、庄内地域（鶴岡
　市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町）以外
　に在住している
④採用後、鶴岡市内に定住する意向がある

⑤技術士、技術士補、土木施工管理技士またはRCCM
（シビルコンサルティングマネージャー）の有資格者

上級
建築 ⑤建築士または建築施工管理技士の有資格者

上級
電気 ⑤電気主任技術者または電気施工管理技士の有資格者

消防士 平成７年４月２日～19年４月１日生まれで、原則として採用後鶴岡市に居住することができ、普通
自動車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方または令和７年４月末までに取得見込みの方

看護師［助産師］ 昭和40年４月２日以降に生まれ、看護師または助産師免許を取得している方または令和７年４月までに取得見込みの方

診療放射線技師 平成２年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得している方または令和７年４月までに
取得見込みの方

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ5 広報つるおか　2024 . 7

所得税や市・県民税から定額減税しきれないと見込まれる方へ

差額を定額減税調整給付金として給付します
　■■事業担当　定額減税調整給付対策室　　■■問定額減税調整給付金担当窓口☎0120‐178‐024

◆給付対象者
定額減税可能額が、定額減税前の令和６年分所得税額
（推計）または令和６年度市・県民税所得割額を上回
る方
※定額減税前の所得税額と市・県民税所得割額がとも
　に０円の方は対象外です。
◆給付額
次の①②を合算し、１万円単位に切り上げた額

①所得税分…３万円×（本人＋扶養親族）－令和６年
　分所得税額（推計）
②市・県民税所得割分…１万円×（本人＋扶養親族）
　－令和６年度市・県民税所得割額
◆申請期限
10月31日○木（必着）
※対象者には、７月下旬以降順次
　書類を送付する予定です。

熱中症を予防しましょう
熱中症予防方法…■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

涼み処（クーリングシェルター）・暑さ指数…■■問本所環境課☎26‐0139

◆こまめに水分を補給しましょう
・のどが渇いていなくても、こまめに水分補給
・たくさん汗をかいたときは、塩分も摂取
◆暑さを避けましょう
・涼しい服装で過ごし、外出時には日傘や帽子を着用
◆冷房や扇風機を適切に使いましょう
・室内での熱中症を防ぐために我慢せずエアコンや　
　扇風機を利用

◆涼み処（クーリングシェルター）で過ごしましょう
・市役所庁舎、図書館などを涼み処（クーリングシェ
　ルター）として開放します。
◆暑さ指数を活用しましょう
・暑さ指数とは、熱中症の危険
　度を示す指標です。
　31以上で「危険」、「運動は原
　則中止」とされています。

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会　

公
募
委
員
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
・
三
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■■
任
期　

令
和
６
年
10
月
１
日
〜
８

年
９
月
30
日　

■■申
８
月
１
日
○木
ま
で
申
込
書

を
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ

（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■■他
市
HP

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

委
員
会　

公
募
委
員
募
集

　

鶴
岡
の
全
て
の
子
供
が
自
主
的
に
読
書
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図

る
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
同
推
進
委
員
会

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■■
任
期　

令
和
６
年
８
月
１
日
〜
８

年
７
月
31
日　

■■申
７
月
17
日
○水
ま
で
申
込
書

を
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ
（
郵
送

は
当
日
必
着
）　

■■他
市
HP

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
１
日
○月
〜
12
月
31
日
○火
の
開
院
日

■■場
山
形
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医

療
機
関　

■■対
今
年
度
中
に
20
歳
・
30
歳
・
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
40
歳

総
合
健
診
で
受
診
予
定
の
方
は
除
く
）　

■■内

問
診
、
歯
周
組
織
検
査　

■■費
１
、
５
０
０
円

（
70
歳
は
無
料
。
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
〈
要
事
前
申

請
〉）　

■■持
受
診
券　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■■他
医
療
機
関
に
要
予
約

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
温
海
地
域
…
五
十
嵐
真
弓
（
関
川
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
お
持
ち

の
方
を
募
集
し
、
優
良

者
を
表
彰
し
ま
す
。

■■対
昭
和
19
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

市
政

健
康
・
福
祉

詳しくは
こちら

熱中症対策・クーリ
ングシェルターの
一覧等はこちら
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自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去
に
受

賞
し
た
方
を
除
く
）　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
８

月
16
日
○金
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に
加
入

し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯

科
健
診
を
実
施
）　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
ま
た
は
市
内
歯
科
医

院
へ令

和
６
年
度
の
介
護
保
険
料
が

決
定
し
ま
し
た

　

７
月
12
日
○金
に
令
和
６
年
度
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
決

定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■■対
65
歳
以
上
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月

・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収
以
外

の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
８
回

（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
納

付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３　

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２

８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１
日

○木
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
、
白
い
圧

着
は
が
き
で
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、
破
棄
す

る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度

該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年
の
８
月
１

日
以
降
に
要
件
を
満
た
せ
ば
、
確
認
証
、
認

定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

■■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

■■
支
給
額　

10

万
円　

■■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
31
日
○水
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

年
金
・
医
療

推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１

日
○木
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１
日
○木
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族

分
を
ま
と
め
て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
届
い
た
保
険
証
の
中
に
、
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限　

令
和
７
年
７
月
31
日
（
た
だ

し
、
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
な

る
方
と
75
歳
に
な
る
方
は
、
自
己
負
担
割
合

の
変
更
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
へ
の

移
行
に
よ
っ
て
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

期
限
が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保
険
証
ま
た
は

資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
〈
保

険
証
に
代
わ
る
も
の
〉
の
い
ず
れ
か
を
送
付

し
ま
す
。）

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方　

本
所
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
交
付
を
希
望
す
る
場
合
や
、
世
帯
主
以
外

の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７

月
12
日
○金
ま
で
届
出
が
必
要
で
す
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

７
月
末
送
付
の
国
保
・
後
期
高
齢
の
保
険

証
は
原
則
来
年
７
月
末
ま
で
使
え
ま
す

　

今
年
の
12
月
に
保
険
証
の
発
行
を
停
止
し

ま
す
。
７
月
末
ま
で
に
送
付
す
る
鶴
岡
市
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
保
険
証
は
、
ほ
か
の
健
康
保
険
に
変
わ
ら

な
い
限
り
、
有
効
期
限
の
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で
使
え
ま
す
。
ま
た
、
12
月
の
保
険
証

発
行
停
止
に
伴
う
新
た
な
申
請
手
続
き
は
生

じ
ま
せ
ん
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
登
録
し
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間　

７
月
５
日
○金
〜
12
日
○金　
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■■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証
（
現
在
の
負

担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
〈
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
〉
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
〈
領
収
書
等
〉
も
必
要
）、
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

　　

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
か
ら
２
か
月
〜
３
か
月
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
設
定
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定
証

の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
等
の
更
新
時
期
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水

で
す
。
８
月
１
日
○木
以
降
も
引
き
続
き
該
当

す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」　

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
６
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
５
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■■
発
送
日　

７
月
12
日
○金　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に
同
封

の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納

期
は
年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す　

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
（
学
生
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
や
失
業

し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の
あ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と

な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
〜
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■■他
HP

ひ
と
り
親
支
援
制
度

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で
す
。
子
供

の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業
料
に

充
て
る
資
金
や
、
親
が
就
職
等
の
た
め
に
技

能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
ま
た
は

配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性
（
未
婚

を
除
く
）　

■■申
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥
ふ
る
）
☎
26
‐
０
１
７
６

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

■■
発
送
日　

７
月
12
日
○金　

■■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回
（
７
月
〜

来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
本
所
課
税
課

☎
35
‐
１
１
７
６　

■■他
納
税
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
加
入
者
、
所
得
等
の
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■■
公
売
方
法　

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
シ
ス
テ
ム
で
の
競
り
売
り　

■■
参
加
申

込
み　

７
月
11
日
○木
午
後
１
時
〜
24
日
○水
午

後
11
時　

■■
入
札
日
時　　

７
月
30
日
○火
午
後

１
時
〜
８
月
１
日
○木
午
後
11
時　

■■問
本
所
納

税
課
☎
26
‐
０
２
８
６　

■■他
滞
納
税
が
納
め

ら
れ
た
場
合
、
中
止
に
な
る
動
産
あ
り

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■■対
小
学
生　

■■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

子
育
て
・
教
育

税
・
生
活
・
そ
の
他
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自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去
に
受

賞
し
た
方
を
除
く
）　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
８

月
16
日
○金
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に
加
入

し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯

科
健
診
を
実
施
）　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
ま
た
は
市
内
歯
科
医

院
へ令

和
６
年
度
の
介
護
保
険
料
が

決
定
し
ま
し
た

　

７
月
12
日
○金
に
令
和
６
年
度
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
決

定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■■対
65
歳
以
上
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月

・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収
以
外

の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
８
回

（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
納

付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
３　

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２

８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１
日

○木
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
、
白
い
圧

着
は
が
き
で
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、
破
棄
す

る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度

該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年
の
８
月
１

日
以
降
に
要
件
を
満
た
せ
ば
、
確
認
証
、
認

定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

■■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

■■
支
給
額　

10

万
円　

■■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
31
日
○水
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

年
金
・
医
療

推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１

日
○木
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。
８
月
１
日
○木
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族

分
を
ま
と
め
て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
届
い
た
保
険
証
の
中
に
、
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
限　

令
和
７
年
７
月
31
日
（
た
だ

し
、
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
な

る
方
と
75
歳
に
な
る
方
は
、
自
己
負
担
割
合

の
変
更
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
へ
の

移
行
に
よ
っ
て
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

期
限
が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保
険
証
ま
た
は

資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
〈
保

険
証
に
代
わ
る
も
の
〉
の
い
ず
れ
か
を
送
付

し
ま
す
。）

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方　

本
所
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
交
付
を
希
望
す
る
場
合
や
、
世
帯
主
以
外

の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
７

月
12
日
○金
ま
で
届
出
が
必
要
で
す
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

７
月
末
送
付
の
国
保
・
後
期
高
齢
の
保
険

証
は
原
則
来
年
７
月
末
ま
で
使
え
ま
す

　

今
年
の
12
月
に
保
険
証
の
発
行
を
停
止
し

ま
す
。
７
月
末
ま
で
に
送
付
す
る
鶴
岡
市
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
保
険
証
は
、
ほ
か
の
健
康
保
険
に
変
わ
ら

な
い
限
り
、
有
効
期
限
の
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で
使
え
ま
す
。
ま
た
、
12
月
の
保
険
証

発
行
停
止
に
伴
う
新
た
な
申
請
手
続
き
は
生

じ
ま
せ
ん
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
登
録
し
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間　

７
月
５
日
○金
〜
12
日
○金　
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■■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証
（
現
在
の
負

担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
〈
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
〉
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
〈
領
収
書
等
〉
も
必
要
）、
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

　　

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
か
ら
２
か
月
〜
３
か
月
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
設
定
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定
証

の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
等
の
更
新
時
期
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○水

で
す
。
８
月
１
日
○木
以
降
も
引
き
続
き
該
当

す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」　

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
６
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
５
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■■
発
送
日　

７
月
12
日
○金　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に
同
封

の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納

期
は
年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す　

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
（
学
生
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
や
失
業

し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の
あ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と

な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
〜
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■■他
HP

ひ
と
り
親
支
援
制
度

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で
す
。
子
供

の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業
料
に

充
て
る
資
金
や
、
親
が
就
職
等
の
た
め
に
技

能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
ま
た
は

配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性
（
未
婚

を
除
く
）　

■■申
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥
ふ
る
）
☎
26
‐
０
１
７
６

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

■■
発
送
日　

７
月
12
日
○金　

■■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回
（
７
月
〜

来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
本
所
課
税
課

☎
35
‐
１
１
７
６　

■■他
納
税
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
加
入
者
、
所
得
等
の
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■■
公
売
方
法　

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
シ
ス
テ
ム
で
の
競
り
売
り　

■■
参
加
申

込
み　

７
月
11
日
○木
午
後
１
時
〜
24
日
○水
午

後
11
時　

■■
入
札
日
時　　

７
月
30
日
○火
午
後

１
時
〜
８
月
１
日
○木
午
後
11
時　

■■問
本
所
納

税
課
☎
26
‐
０
２
８
６　

■■他
滞
納
税
が
納
め

ら
れ
た
場
合
、
中
止
に
な
る
動
産
あ
り

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■■対
小
学
生　

■■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

子
育
て
・
教
育

税
・
生
活
・
そ
の
他
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２
点
以
内
）

▼
作
文　

■■対
中
学
生　

■■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通　

■■申
８
月
30
日
○金
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ　

■■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す

鶴
岡
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
６

年
１
月
１
日
〜
７
年
３
月
31
日
に
婚
姻　

②

住
宅
が
市
内
に
あ
り
、
夫
婦
ま
た
は
そ
の
一

方
の
住
民
票
の
住
所
が
当
該
住
宅
の
住
所
で

あ
る　

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満
の
新
婚
世
帯　

④
市
税
等
の
滞
納
が
な

い　

■■
対
象
経
費　

住
宅
賃
貸
費
用
（
家
賃
、

敷
金
、
礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料
）
及

び
引
っ
越
し
費
用　

■■
補
助
上
限
額　

夫
婦

と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
30
万
円　

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
60
万

円　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
来
年
３
月
31
日
○月
に

本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９

１
へ鶴

岡
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
（
２
区
画
）

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る　

▽
自
宅
等
に
焼
骨
を
保
管

し
納
骨
す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後

１
年
以
内
に
墓
碑
等
を
建
て
、
焼
骨
を
埋
蔵

で
き
る　

■■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管

理
料
年
額
（
今
年
度
分
は
そ
の
８
か
月
分
）　

①
４
㎡
・
１
区
画
・
15
万
５
、
０
０
０
円
・

３
、
６
０
０
円　

②
６
㎡
・
１
区
画
・
23
万

円
・
４
、
８
０
０
円　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
16

日
○火
に
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

■■他
抽
せ
ん
会
（
■■日
７
月
31
日
○水
午
前
10
時

■■場
市
役
所
本
所
）

人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
今
野
和
惠　

▽
金
内
淳

▽
齋
藤
将　

▽
五
十
嵐
礼
子　

▽
渡
會
悟

▽
五
十
嵐
司　

▽
押
井
五
月　

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
浩
亮　

▽
田
村
廣
実

▽
加
藤
星　

▽
加
藤
完
治　

▽
佐
々
木
は
つ

子　

▽
五
十
嵐
一
明　

▽
蓮
池
昇　

▽
平
藤

博
巳　

▽
清
野
美
智
子　

▽
佐
藤
利
浩　

▽

佐
藤
雅
秀　

▽
齋
藤
元
雄　

▽
齋
藤
俊
美

▽
相
澤
康
夫　

▽
五
十
嵐
真
弓

■■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

最
優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の　

■■
部
門　

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）　

■■
規
定　

１
人

１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の
、
交
通
安
全
を

啓
発
す
る
標
語
の
記
載
が
あ
る
も
の　

■■
規

格　

四
つ
切
り
サ
イ
ズ　

■■
各
賞　

最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点　

■■申
作
品
の

裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月
30
日
○金
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
交
通
事
故
や
青
少
年
の
非
行
等
が

多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
運
動
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■■
実
施
期
間　

７
月
22
日
○月
〜
８
月
21
日
○水

■■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
な
い
早
朝
や

夕
方
に
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

７
月
６
日
は

「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
、
全
国
各
地
に
約
２
、

５
０
０
ｔ
を
出
荷
す
る
鶴
岡
市
の
特
産
品
で

す
。収
穫
の
最
盛
期
が
７
月
で
、数
字
の「
６
」

が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
７
月
６
日
を「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
庄

内
砂
丘
メ
ロ
ン
を
ぜ
ひ
ご
堪た

ん
の
う能

く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

　

申
請
書
に
実
施
地
の
見
取
り
図
を
添
付
し

て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■■他
申

請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

の
使
用
を
認
め
ま
す

　

直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
は
、
台

所
の
シ
ン
ク
下
な
ど
に
取
り
付
け
、
生
ご
み

を
水
と
と
も
に
細
か
く
砕
き
、
直
接
下
水
道

に
排
出
す
る
設
備
で
す
。
調
査
や
分
析
の
結

果
、
下
水
道
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
、
生
活
の
利
便
性
向
上
や
生
ご
み
の
削
減

に
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

７
月
１
日
○月
か
ら
使
用
を
認
め
ま
す
。

■■
使
用
可
能
区
域　

公
共
下
水
道
及
び
集
落

排
水
区
域
（
藤
島
・
羽
黒
地
域
の
一
部
区
域

で
使
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
）　

■■
設
置
条

件　

上
記
区
域
内
で
公
共
下
水
道
ま
た
は
集

落
排
水
に
接
続
し
て
い
る
一
般
家
庭
（
専
用
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店
舗
や
事
業
所
へ
の
設
置
は
認
め
ま
せ
ん
）　

■■
届
出　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
設
置
を
行
う

鶴
岡
市
指
定
下
水
道
工
事
店
を
通
じ
て
上
下

水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０
に
書
類
を
提
出　

■■他
市
HP

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法

を
よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
遊
ば
な
い　

▽
風
が
強
い

と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
が
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火
の
筒
先

に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に
火
が
つ

か
な
い
よ
う
注
意
す
る　

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。市
で
は
３
月
に
策
定
し
た「
鶴

岡
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、「
み

ん
な
で
支
え
あ
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

鶴
岡
市
小
規
模
修
理
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
制
度
の
ご
案
内

　

同
制
度
は
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
登

録
の
あ
る
事
業
者
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
理
修
繕
の
際
、
業
者
選
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
小
規
模
な
修
理
修
繕
と
は
、
内

容
が
軽
易
か
つ
実
施
が
容
易
で
あ
り
、
契
約

予
定
金
額
が
50
万
円
以
下
の
も
の
で
す
。

　

同
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

本
所
契
約
管
財
課
☎
35
‐
１
１
５
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
に
申
請
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■■対
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
な
い
市
内
事
業
者

■■他
市
HP

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

■■場
・
■■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
22
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
…
22

日
○月
午
後
１
時
〜
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
22
日
○月
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
23
日
○火

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
出
羽

商
工
会
本
所
…
24
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分　

▽
市
役
所
本
所
車
庫
棟
…
25

日
○木
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
26

日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
・
29

日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
30

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
31

日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■■

検
査
手
数
料　

１
台
３
０
０
円
〜
２
、
３
０

０
円　

■■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

■■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域

は
９
月
に
実
施
予
定

れ
、
疎
開
先
で
育
ま
れ
た
交
流
を
大
切
に

し
、
心
を
寄
せ
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
江
戸

川
区
民
の
皆
様
と
の
友
情
と
平
和
の
尊
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

 

「
其
恵
不
忘
」。
市
長
室
に
掲
げ
ら
れ
た

「
そ
の
恵
み
忘
れ
ず
」
の
額
は
、
元
江
戸

川
区
長
で
鶴
岡
市
名
誉
市
民
で
も
あ
る
故

中
里
喜
一
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
だ
。
厳

し
い
時
代
を
と
も
に
生
き
、感
じ
た
、人
々

の
温
か
さ
を
決
し
て
忘
れ
な
い
、
交
流
の

礎
と
な
っ
た
先
人
た
ち
の
心
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
56
年
の
友
好
都
市
盟
約
締
結
以
降

は
、
平
成
２
年
に
西
葛
西
に
鶴
岡
市
東
京

事
務
所
を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

首
都
圏
に
お
け
る
本
市
の
食
文
化
や
観
光

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
江
戸
川
の
皆
さ
ん

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
も

江
戸
川
区
と
の
絆
と
交
流
を
基
盤
と
し
て

首
都
圏
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、

80
周
年
の
節
目
の
江
戸
川
区
役
所
や
鹿
本

小
学
校
へ
の
訪
問
を
大
切
に
し
、
両
区
市

の
住
民
の
交
流
が
な
お
一
層
深
ま
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

敬
老
会
や
体
育
祭
、
各
地
区
で
活
発
に

地
域
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
１
０
０

歳
を
超
え
て
な
お
凛
と
し
た
姿
に
背
筋
が

伸
び
る
と
と
も
に
、
斎
地
区
の
体
育
祭
に

伺
っ
た
際
に
は
、
児
童
を
代
表
し
て
選
手

宣
誓
を
し
た
薄
衣
一
華
さ
ん
の
真
剣
で
ま

っ
す
ぐ
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
人
々

の
心
に
届
く
、
真
心
を
も
っ
た
言
葉
、
仕

事
に
、
努
力
し
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新

た
に
し
た
。

　

蛍
当
番
が
始
ま
っ
た
。
夜
8
時
の
蛍
の

観
察
。
6
月
8
日
は
、
空
高
く
舞
い
上
が

る
３
つ
の
光
を
見
つ
け
、
い
よ
い
よ
夏
だ

な
、
と
思
い
な
が
ら
、
カ
エ
ル
の
鳴
く
田

ん
ぼ
道
を
歩
い
た
。

　

そ
の
翌
日
（
9
日
）
は
、
早
朝
か
ら
集

落
の
草
刈
り
へ
。
昼
前
に
は
、
開
設
30
周

年
を
迎
え
た
出
羽
庄
内
国
際
村
の
ワ
ー
ル

ド
バ
ザ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
か
ら
平
成
21

年
（
２
０
０
９
）
に
か
け
て
、
私
は
、
米

国
の
中
西
部
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
で
「
外

国
人
」
と
し
て
暮
ら
し
た
。
言
葉
の
苦
労

も
多
か
っ
た
。
そ
の
経
験
を
経
て
、
現
在
、

国
際
村
を
運
営
す
る
出
羽
庄
内
国
際
交
流

財
団
の
理
事
長
と
な
り
、
本
市
の
国
際
交

流
と
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
の
責
任
者

と
な
っ
た
こ
と
に
は
、
ご
縁
を
感
じ
て
い

る
。
米
国
に
住
ん
だ
際
に
、
子
供
た
ち
が

母
国
語
に
次
ぐ
第
2
言
語
（
セ
カ
ン
ド
・

ラ
ン
グ
ウ
エ
ッ
ジ
）
と
し
て
の
英
語
を
教

わ
っ
た
よ
う
に
、
鶴
岡
に
暮
ら
す
、
訪
れ

る
外
国
人
の
皆
様
の
た
め
に
、「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
。

6
月
下
旬
に
は
、
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市

を
訪
問
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
来
は

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
盟
約
60
周
年

で
訪
問
す
る
予
定
も
コ
ロ
ナ
禍
で
叶
わ
ず
、

仕
切
り
直
し
の
訪
問
か
ら
、
子
供
た
ち
同

士
の
対
面
交
流
に
も
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　

羽
越
本
線
が
全
線
開
通
し
、
7
月
31
日

に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
本
年
は

様
々
な
節
目
が
重
な
る
年
だ
。
江
戸
川
区

か
ら
の
学
童
疎
開
を
受
け
入
れ
て
80
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
戦
火
を
逃

#77
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２
点
以
内
）

▼
作
文　

■■対
中
学
生　

■■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通　

■■申
８
月
30
日
○金
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ　

■■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す

鶴
岡
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
６

年
１
月
１
日
〜
７
年
３
月
31
日
に
婚
姻　

②

住
宅
が
市
内
に
あ
り
、
夫
婦
ま
た
は
そ
の
一

方
の
住
民
票
の
住
所
が
当
該
住
宅
の
住
所
で

あ
る　

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満
の
新
婚
世
帯　

④
市
税
等
の
滞
納
が
な

い　

■■
対
象
経
費　

住
宅
賃
貸
費
用
（
家
賃
、

敷
金
、
礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料
）
及

び
引
っ
越
し
費
用　

■■
補
助
上
限
額　

夫
婦

と
も
に
39
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
30
万
円　

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
60
万

円　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
来
年
３
月
31
日
○月
に

本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９

１
へ鶴

岡
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
（
２
区
画
）

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る　

▽
自
宅
等
に
焼
骨
を
保
管

し
納
骨
す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後

１
年
以
内
に
墓
碑
等
を
建
て
、
焼
骨
を
埋
蔵

で
き
る　

■■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管

理
料
年
額
（
今
年
度
分
は
そ
の
８
か
月
分
）　

①
４
㎡
・
１
区
画
・
15
万
５
、
０
０
０
円
・

３
、
６
０
０
円　

②
６
㎡
・
１
区
画
・
23
万

円
・
４
、
８
０
０
円　

■■申
７
月
１
日
○月
〜
16

日
○火
に
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

■■他
抽
せ
ん
会
（
■■日
７
月
31
日
○水
午
前
10
時

■■場
市
役
所
本
所
）

人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
今
野
和
惠　

▽
金
内
淳

▽
齋
藤
将　

▽
五
十
嵐
礼
子　

▽
渡
會
悟

▽
五
十
嵐
司　

▽
押
井
五
月　

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
浩
亮　

▽
田
村
廣
実

▽
加
藤
星　

▽
加
藤
完
治　

▽
佐
々
木
は
つ

子　

▽
五
十
嵐
一
明　

▽
蓮
池
昇　

▽
平
藤

博
巳　

▽
清
野
美
智
子　

▽
佐
藤
利
浩　

▽

佐
藤
雅
秀　

▽
齋
藤
元
雄　

▽
齋
藤
俊
美

▽
相
澤
康
夫　

▽
五
十
嵐
真
弓

■■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

最
優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の　

■■
部
門　

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）　

■■
規
定　

１
人

１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の
、
交
通
安
全
を

啓
発
す
る
標
語
の
記
載
が
あ
る
も
の　

■■
規

格　

四
つ
切
り
サ
イ
ズ　

■■
各
賞　

最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点　

■■申
作
品
の

裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月
30
日
○金
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
交
通
事
故
や
青
少
年
の
非
行
等
が

多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
運
動
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■■
実
施
期
間　

７
月
22
日
○月
〜
８
月
21
日
○水

■■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
な
い
早
朝
や

夕
方
に
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

７
月
６
日
は

「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
、
全
国
各
地
に
約
２
、

５
０
０
ｔ
を
出
荷
す
る
鶴
岡
市
の
特
産
品
で

す
。収
穫
の
最
盛
期
が
７
月
で
、数
字
の「
６
」

が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
７
月
６
日
を「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
庄

内
砂
丘
メ
ロ
ン
を
ぜ
ひ
ご
堪た
ん
の
う能
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

　

申
請
書
に
実
施
地
の
見
取
り
図
を
添
付
し

て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■■他
申

請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

の
使
用
を
認
め
ま
す

　

直
接
投
入
型
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
は
、
台

所
の
シ
ン
ク
下
な
ど
に
取
り
付
け
、
生
ご
み

を
水
と
と
も
に
細
か
く
砕
き
、
直
接
下
水
道

に
排
出
す
る
設
備
で
す
。
調
査
や
分
析
の
結

果
、
下
水
道
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
、
生
活
の
利
便
性
向
上
や
生
ご
み
の
削
減

に
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

７
月
１
日
○月
か
ら
使
用
を
認
め
ま
す
。

■■
使
用
可
能
区
域　

公
共
下
水
道
及
び
集
落

排
水
区
域
（
藤
島
・
羽
黒
地
域
の
一
部
区
域

で
使
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
）　

■■
設
置
条

件　

上
記
区
域
内
で
公
共
下
水
道
ま
た
は
集

落
排
水
に
接
続
し
て
い
る
一
般
家
庭
（
専
用
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店
舗
や
事
業
所
へ
の
設
置
は
認
め
ま
せ
ん
）　

■■
届
出　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
設
置
を
行
う

鶴
岡
市
指
定
下
水
道
工
事
店
を
通
じ
て
上
下

水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６

０
に
書
類
を
提
出　

■■他
市
HP

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法

を
よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
遊
ば
な
い　

▽
風
が
強
い

と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
が
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火
の
筒
先

に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に
火
が
つ

か
な
い
よ
う
注
意
す
る　

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。市
で
は
３
月
に
策
定
し
た「
鶴

岡
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、「
み

ん
な
で
支
え
あ
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

鶴
岡
市
小
規
模
修
理
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
制
度
の
ご
案
内

　

同
制
度
は
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
登

録
の
あ
る
事
業
者
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
理
修
繕
の
際
、
業
者
選
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
小
規
模
な
修
理
修
繕
と
は
、
内

容
が
軽
易
か
つ
実
施
が
容
易
で
あ
り
、
契
約

予
定
金
額
が
50
万
円
以
下
の
も
の
で
す
。

　

同
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

本
所
契
約
管
財
課
☎
35
‐
１
１
５
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
に
申
請
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■■対
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
な
い
市
内
事
業
者

■■他
市
HP

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

■■場
・
■■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
22
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
…
22

日
○月
午
後
１
時
〜
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
22
日
○月
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
23
日
○火

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▽
出
羽

商
工
会
本
所
…
24
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分　

▽
市
役
所
本
所
車
庫
棟
…
25

日
○木
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
26

日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
・
29

日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
30

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
・
31

日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■■

検
査
手
数
料　

１
台
３
０
０
円
〜
２
、
３
０

０
円　

■■問
本
所
商
工
課
☎
35
‐
１
２
９
９

■■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域

は
９
月
に
実
施
予
定

れ
、
疎
開
先
で
育
ま
れ
た
交
流
を
大
切
に

し
、
心
を
寄
せ
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
江
戸

川
区
民
の
皆
様
と
の
友
情
と
平
和
の
尊
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

 

「
其
恵
不
忘
」。
市
長
室
に
掲
げ
ら
れ
た

「
そ
の
恵
み
忘
れ
ず
」
の
額
は
、
元
江
戸

川
区
長
で
鶴
岡
市
名
誉
市
民
で
も
あ
る
故

中
里
喜
一
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
だ
。
厳

し
い
時
代
を
と
も
に
生
き
、感
じ
た
、人
々

の
温
か
さ
を
決
し
て
忘
れ
な
い
、
交
流
の

礎
と
な
っ
た
先
人
た
ち
の
心
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
56
年
の
友
好
都
市
盟
約
締
結
以
降

は
、
平
成
２
年
に
西
葛
西
に
鶴
岡
市
東
京

事
務
所
を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

首
都
圏
に
お
け
る
本
市
の
食
文
化
や
観
光

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
江
戸
川
の
皆
さ
ん

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
も

江
戸
川
区
と
の
絆
と
交
流
を
基
盤
と
し
て

首
都
圏
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、

80
周
年
の
節
目
の
江
戸
川
区
役
所
や
鹿
本

小
学
校
へ
の
訪
問
を
大
切
に
し
、
両
区
市

の
住
民
の
交
流
が
な
お
一
層
深
ま
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

敬
老
会
や
体
育
祭
、
各
地
区
で
活
発
に

地
域
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
１
０
０

歳
を
超
え
て
な
お
凛
と
し
た
姿
に
背
筋
が

伸
び
る
と
と
も
に
、
斎
地
区
の
体
育
祭
に

伺
っ
た
際
に
は
、
児
童
を
代
表
し
て
選
手

宣
誓
を
し
た
薄
衣
一
華
さ
ん
の
真
剣
で
ま

っ
す
ぐ
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
人
々

の
心
に
届
く
、
真
心
を
も
っ
た
言
葉
、
仕

事
に
、
努
力
し
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新

た
に
し
た
。

　

蛍
当
番
が
始
ま
っ
た
。
夜
8
時
の
蛍
の

観
察
。
6
月
8
日
は
、
空
高
く
舞
い
上
が

る
３
つ
の
光
を
見
つ
け
、
い
よ
い
よ
夏
だ

な
、
と
思
い
な
が
ら
、
カ
エ
ル
の
鳴
く
田

ん
ぼ
道
を
歩
い
た
。

　

そ
の
翌
日
（
9
日
）
は
、
早
朝
か
ら
集

落
の
草
刈
り
へ
。
昼
前
に
は
、
開
設
30
周

年
を
迎
え
た
出
羽
庄
内
国
際
村
の
ワ
ー
ル

ド
バ
ザ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
か
ら
平
成
21

年
（
２
０
０
９
）
に
か
け
て
、
私
は
、
米

国
の
中
西
部
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
で
「
外

国
人
」
と
し
て
暮
ら
し
た
。
言
葉
の
苦
労

も
多
か
っ
た
。
そ
の
経
験
を
経
て
、
現
在
、

国
際
村
を
運
営
す
る
出
羽
庄
内
国
際
交
流

財
団
の
理
事
長
と
な
り
、
本
市
の
国
際
交

流
と
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
の
責
任
者

と
な
っ
た
こ
と
に
は
、
ご
縁
を
感
じ
て
い

る
。
米
国
に
住
ん
だ
際
に
、
子
供
た
ち
が

母
国
語
に
次
ぐ
第
2
言
語
（
セ
カ
ン
ド
・

ラ
ン
グ
ウ
エ
ッ
ジ
）
と
し
て
の
英
語
を
教

わ
っ
た
よ
う
に
、
鶴
岡
に
暮
ら
す
、
訪
れ

る
外
国
人
の
皆
様
の
た
め
に
、「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
。

6
月
下
旬
に
は
、
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市

を
訪
問
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
来
は

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
盟
約
60
周
年

で
訪
問
す
る
予
定
も
コ
ロ
ナ
禍
で
叶
わ
ず
、

仕
切
り
直
し
の
訪
問
か
ら
、
子
供
た
ち
同

士
の
対
面
交
流
に
も
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　

羽
越
本
線
が
全
線
開
通
し
、
7
月
31
日

に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
本
年
は

様
々
な
節
目
が
重
な
る
年
だ
。
江
戸
川
区

か
ら
の
学
童
疎
開
を
受
け
入
れ
て
80
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
る
。
戦
火
を
逃

#77
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鶴岡天満宮のお祭りである鶴岡天神祭。今年は航空自
衛隊ブルーインパルスによる展示飛行が行われ、雲間
から青い機体が姿を現すたびに、大きな歓声が上がり
ました。午後のパレードには約2，000人が参加。青空

の下、菅原道真公行列やマーチングバンド、大絵馬型
山車などが中心部を練り歩き、祭りを一層盛り上げま
す。さらに、化けものによる酒等の振る舞いが復活し、
多くの人が「化けものまつり」を楽しんでいました。

５年ぶりにお酒等の振る舞いが復活！鶴岡天神祭本祭鶴岡｜5.25

あつみ温泉ばら園まつり　４weeksキャンペーン

赤や黄色、白など色とりどりに咲くバラのシーズンが、
今年もあつみ温泉に到来。２日には、太鼓や歌唱、大
道芸などの発表が行われ、まつりのオープニングを飾

りました。期間中は朝ヨガ体験や期間限定のバラの足
湯、竹あかりのライトアップなどが開催され、家族や
友人同士で訪れた人々の笑顔が咲きました。

温海｜６.１～30
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matohuデザイナーお話会

デザイナーの堀畑裕之氏と関口真希子氏によるトー
クイベント。きれいに藍染めされた服を手に取りな
がら、服作りへの思いを語っていました。

羽黒｜６.１

大鳥自然の家　ナメコの菌打ちとワラビ採り体験

穴を開けたブナの木に、〝カンカン・コンコン〟と
山に音を響かせながら、菌打ち。体験後は、採り立
ての新鮮なワラビをお土産に持ち帰りました。

朝日｜５.18

和食展関連イベント　とちもち作り体験

行沢とちの実会が講師。参加者は、栃の実入りのお
餅であんこを包むのに苦戦しながらも、講師の実演
を見たり教わったりして、真剣に作っていました。

鶴岡｜６.１

山形の伝統こけし展　ギャラリートーク

こけし工人の志田菊宏氏が展示品を解説。父・菊摩
呂氏の写真や貴重な作品の話、鶴岡のこけしの復元
秘話などに、来場者は興味深く聞き入っていました。

藤島｜６.９

熱戦！櫛引サッカー大会

櫛引地域内８つの地区が出場し、優勝を目指して熱
戦を繰り広げました。得点が決まると、選手たちは
ハイタッチをして喜んでいました。

櫛引｜６.９

親子ふれあいヨガ

８か月～１歳４か月の子供と一緒にヨガ。音楽に合
わせて動いたり、体を伸ばしたりしながら親子で触
れ合い、楽しい時間に心も体もほぐれました。

鶴岡｜５.28
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お
う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
と
大
山
に
根
付
く「
祭
り
」を
訪
ね
る

▼
道
林
寺
・
鬼
子
母
神
大
祭　

■■日
７
月
５

日
○金
午
前
10
時
（
道
林
寺
集
合
）　

▼
松
倉
山
馬
頭
観
音
祭　

■■日
７
月
17
日
○水

午
前
10
時
（
松
倉
山
馬
頭
観
音
仁
王
門
集

合
）

▼
共
通　

■■費
５
０
０
円　

■■申
大
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３

特
別
企
画
展　

恐
竜
大
集
合

パ
キ
ケ
フ
ァ
ロ
サ
ウ
ル
ス
月
山
上
陸

■■日
７
月
６
日
○土
〜
10
月
20
日
○日
午
前
10
時

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

〜
午
後
４
時　

■■費
高
校
生
以
上
…
７
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以

上
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
☎
53
‐
３
４
１
１　

■■他
カ
ブ
ト
ム
シ

の
販
売
あ
り
（
７
月
中
旬
〜
８
月
中
旬
）

鶴
岡
市
長
杯
・
鶴
岡
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

■■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上

鶴
岡
支
部
長
杯
…
三
段
以
下　

講
演
会「『
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
心

地
よ
く
』〜
介
護
は
快
互
で
〜
」

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
３
時
10
分　

■■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■■師
佐
藤
幸
美
氏
（
ゆ

う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま
所
長
）

劇
団
民
藝
公
演

『
泰
山
木
の
木
の
下
で
』

■■日
７
月
10
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■問
演
劇
鑑
賞
会
鶴
岡
市
民

劇
場
☎
24
‐
６
５
６
０　

■■他
要
会
員
登
録

海
水
浴
場
情
報

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■■日
７
月
12
日
○金
〜

８
月
18
日
○日　

■■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会

☎
75
‐
２
２
５
８　

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■日
７
月

13
日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■問
鼠
ヶ
関
自
治

会
☎
０
８
０
‐
９
０
９
２
‐
１
０
０
０

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■■日
７
月
19
日
○金
〜
８

月
18
日
○日　

■■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３

０
３
５

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ　

■■日
７
月
20

日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■問
加
茂
海
水
浴
場

管
理
運
営
委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
由
良
海
水
浴
場　

■■日
７
月
20
日
○土
〜
８

月
18
日
○日　

■■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73

‐
２
２
５
０
　
■■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■■時
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■費
高
校
生
以

上
…
３
５
０
円　

中
学
生
以
下
…
２
０
０

円　

■■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８

３
３
１　

■■他
市
HP
）

▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■■日
７
月
20
日
○土
〜

８
月
18
日
○日　

■■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波

渡
観
光
協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

当
せ
ん
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■■日
７
月
13
日
○土
〜
９
月
30
日
○月　

■■場
み
な

と
オ
ア
シ
ス
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関　

■■内

２
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押
し

て
応
募　

■■問
東
北
地
方
整
備
局
酒
田
港
湾

事
務
所
海
洋
利
用
調
整
室
☎
０

２
３
４
‐
33
‐
６
３
１
４

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

の
イ
ベ
ン
ト

▼
海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

■■日
７
月
13

日
○土
〜
15
日
○月　

■■内
魚
介
類
加
工
品
販
売

等▼
庄
内
メ
ロ
ン
販
売
会　

■■日
７
月
20
日
○土

・
21
日
○日　
　

▼
共
通　

■■時
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■場

・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

爽
や
か
ミ
ン
ト
で
暑
さ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
ブ
芳
香
蒸
留
会

■■日
７
月
13
日
○土
・
21
日
○日
午
前
10
時　

■■場

四
季
彩
テ
ラ
ス　

■■費
３
、
３
０
０
円

そ
そ
そ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
〜
鼠
ヶ
関
キ
ャ

ン
プ
場
〜
開
設
（
完
全
予
約
制
）

■■日
７
月
13
日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■
設
備　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ

イ
ト
、
シ
ャ
ワ
ー　

■■申
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

鶴
岡
う
た
ご
え
喫
茶
で

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
２
時　

■■場
京
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
参
加
者
の
リ
ク

エ
ス
ト
曲
を
み
ん
な
で
歌
う　

■■費
３
０
０

円
音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
６
時　

■■
出
演　

Ｓ

Ｘ
Ｑ　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

■■場
・
■■問
加
茂

水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■■他
HP

１
皿
１
２
０
円
の
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

13 広報つるおか　2024 . 7 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

４
８
６
８
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同

伴
講
演
会「
災
害
の
考
古
学
―
災
害
史
研
究

お
よ
び
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
―
」

■■日
７
月
27
日
○土
午
後
２
時　

■■場
中
央
公
民

中
央
公
民

館館　

■■師
小
林
謙
一
氏
（
中
央
大
学
教
授
）

■■問
同
大
学
学
員
会
山
形
庄
内
支
部
☎
22
‐

７
６
０
７

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

■■日
７

月
28
日
○日
（
①
午
前
10
時　

②
11
時
30
分

③
午
後
１
時
30
分　

④
３
時　

⑤
４
時
30

分
）・
29
日
○月
（
⑥
午
後
1
時
30
分　

⑦

２
時
30
分　

⑧
４
時　

⑨
５
時
30
分　

⑩

１
４
５
５　

■■他
持
ち
帰
り
販
売
の
み

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
ね
ず
が
せ
き

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■内
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
海
」
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
無

料
体
験
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
等　

■■問
ド
リ
ー

ム
や
ま
が
た
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
２

３
４
‐
21
‐
８
２
５
０

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔

保
存
修
理
工
事
見
学
会

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30

分　

■■定
各
回
先
着
15
人　

■■申
７
月
19
日
○金

ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■■日
８
月
１
日
○木
午
前
８
時
（
出
羽
庄
内
国

際
村
集
合
）　

■■定
先
着
40
人　　

■■内
ご
み
焼

却
施
設
「
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
」、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
見
学　　

■■申
７

月
26
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２

８
４
９
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■■場
藤
島
体
育
館
北
側
芝
生
広
場　

■■内
鶴
岡

伝
統
芸
能
祭
、
子
ど
も
す
も
う
大
会
、
藤

ろ
っ
く
祭
、
出
店
・
お
祭
り
屋
台
等　

■■問

ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９

若
者
交
流
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

つ
る
お
か
ミ
ラ
イ
会
議

■■日
８
月
６
日
○火
・
７
日
○水　

■■対
市
内
外
の

の
大
学
生
等
30
人　

■■内
参
加
者
同
士
や
地

域
で
活
躍
す
る
方
と
の
交
流
、
観
光
体
験
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等　

■■申
本
所
政
策
企
画

課
☎
35
‐
１
１
８
４　

■■他
就
学
地
と
の
交

通
費
助
成
あ
り
。
市
HP　

鶴
岡
二
中
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

■■日
８
月
31
日
○土
午
後
４
時
30
分　

■■場
鶴
岡

二
中
体
育
館

７
時
）　

■■内
①
⑥『
は
な
か
っ
ぱ
』　

②
③

⑦
⑧『
ド
ラ
え
も
ん
』　

④
⑨『
平
原
綾
香　

い
の
ち
の
星
の
詩
』　

⑤
⑩『Feel the 

Earth

〜M
usic by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

■■申
７
月
19
日
○金
か
ら　

■■他
④
⑤
⑨
⑩
星
空

解
説
あ
り

▼
夏
の
一
般
公
開　

■■日
８
月
11
日
○日
・
12

日
○月
・
15
日
○木

▽
子
供
向
け　

■■時
・
■■内
午
前
10
時
…『
は

な
か
っ
ぱ
』　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
…『
ド
ラ
え
も
ん
』　　

▽
大
人
向
け　

■■時
午
後
３
時　

■■内
11
日
・

15
日
…『Feel the Earth

〜M
usic 

by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

12
日
…『
平
原
綾

香　

い
の
ち
の
星
の
詩
』

▽
共
通　

■■申
８
月
２
日
○金
か
ら

▼
共
通　

■■定
各
回
先
着
60
人　

■■費
高
校
生

以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
０
０

円　

■■申
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問

同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

11
商
店
街
連
携
夏
ま
つ
り

■■日
７
月
27
日
○土
午
後
３
時
〜
９
時　

■■場
山

王
・
銀
座
・
南
銀
座
商
店
街　

■■内
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
、
出
店
等　

■■問
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
☎
22
‐
２
２
０
２

月
山
ダ
ム
の
集
い
２
０
２
４

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■内
ダ
ム
堤
体
内
見
学
、
働
く
車
展
示
等

■■場
・
■■問
月
山
ダ
ム
管
理
所
☎
54
‐
６
７
１

１　

■■他
HP

■■日  ８月９日○金～11日○日午前９
時30分～午後６時（11日は
午後３時まで）
■■場荘銀タクト鶴岡小ホール　
■■内櫛引地域にゆかりのある４人
　（富樫剛氏、富樫実氏、遠藤虚籟氏、森田茂氏）
　の作品や遺品の展示
■■問櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111

■■日８月10日○土午後５時　
■■場荘銀タクト鶴岡大ホール
■■定500人　
■■内  黒川能上座による能「羽衣」「春日龍神」、狂言
「千鳥」の上演
■■費  2,000円（当日は500円増し。高校生以下無料）
■ ■ チケット販売　７月４日○木から櫛引庁舎産業建
設課（電話申込み可〈７月31日○水まで〉）、櫛引
生涯学習センター、八文字屋鶴岡店へ　
■■問同課☎57‐2115

鶴岡100年プライド事業

櫛引ゆかりの偉人展

国指定重要無形民俗文化財
「黒川能」特別公演

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等で
ご確認ください。

第47代横綱柏戸関
（富樫 剛）
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お
う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
と
大
山
に
根
付
く「
祭
り
」を
訪
ね
る

▼
道
林
寺
・
鬼
子
母
神
大
祭　

■■日
７
月
５

日
○金
午
前
10
時
（
道
林
寺
集
合
）　

▼
松
倉
山
馬
頭
観
音
祭　

■■日
７
月
17
日
○水

午
前
10
時
（
松
倉
山
馬
頭
観
音
仁
王
門
集

合
）

▼
共
通　

■■費
５
０
０
円　

■■申
大
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３

特
別
企
画
展　

恐
竜
大
集
合

パ
キ
ケ
フ
ァ
ロ
サ
ウ
ル
ス
月
山
上
陸

■■日
７
月
６
日
○土
〜
10
月
20
日
○日
午
前
10
時

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

〜
午
後
４
時　

■■費
高
校
生
以
上
…
７
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以

上
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
☎
53
‐
３
４
１
１　

■■他
カ
ブ
ト
ム
シ

の
販
売
あ
り
（
７
月
中
旬
〜
８
月
中
旬
）

鶴
岡
市
長
杯
・
鶴
岡
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

■■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上

鶴
岡
支
部
長
杯
…
三
段
以
下　

講
演
会「『
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
心

地
よ
く
』〜
介
護
は
快
互
で
〜
」

■■日
７
月
６
日
○土
午
後
３
時
10
分　

■■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■■師
佐
藤
幸
美
氏
（
ゆ

う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま
所
長
）

劇
団
民
藝
公
演

『
泰
山
木
の
木
の
下
で
』

■■日
７
月
10
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■■問
演
劇
鑑
賞
会
鶴
岡
市
民

劇
場
☎
24
‐
６
５
６
０　

■■他
要
会
員
登
録

海
水
浴
場
情
報

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■■日
７
月
12
日
○金
〜

８
月
18
日
○日　

■■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会

☎
75
‐
２
２
５
８　

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■日
７
月

13
日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■問
鼠
ヶ
関
自
治

会
☎
０
８
０
‐
９
０
９
２
‐
１
０
０
０

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■■日
７
月
19
日
○金
〜
８

月
18
日
○日　

■■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３

０
３
５

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ　

■■日
７
月
20

日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■問
加
茂
海
水
浴
場

管
理
運
営
委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
由
良
海
水
浴
場　

■■日
７
月
20
日
○土
〜
８

月
18
日
○日　

■■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73

‐
２
２
５
０
　
■■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■■時
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■費
高
校
生
以

上
…
３
５
０
円　

中
学
生
以
下
…
２
０
０

円　

■■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８

３
３
１　

■■他
市
HP
）

▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■■日
７
月
20
日
○土
〜

８
月
18
日
○日　

■■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波

渡
観
光
協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

当
せ
ん
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■■日
７
月
13
日
○土
〜
９
月
30
日
○月　

■■場
み
な

と
オ
ア
シ
ス
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関　

■■内

２
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押
し

て
応
募　

■■問
東
北
地
方
整
備
局
酒
田
港
湾

事
務
所
海
洋
利
用
調
整
室
☎
０

２
３
４
‐
33
‐
６
３
１
４

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

の
イ
ベ
ン
ト

▼
海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

■■日
７
月
13

日
○土
〜
15
日
○月　

■■内
魚
介
類
加
工
品
販
売

等▼
庄
内
メ
ロ
ン
販
売
会　

■■日
７
月
20
日
○土

・
21
日
○日　
　

▼
共
通　

■■時
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■場

・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

爽
や
か
ミ
ン
ト
で
暑
さ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
ブ
芳
香
蒸
留
会

■■日
７
月
13
日
○土
・
21
日
○日
午
前
10
時　

■■場

四
季
彩
テ
ラ
ス　

■■費
３
、
３
０
０
円

そ
そ
そ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
〜
鼠
ヶ
関
キ
ャ

ン
プ
場
〜
開
設
（
完
全
予
約
制
）

■■日
７
月
13
日
○土
〜
８
月
18
日
○日　

■■
設
備　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ

イ
ト
、
シ
ャ
ワ
ー　

■■申
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

鶴
岡
う
た
ご
え
喫
茶
で

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
２
時　

■■場
京
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
参
加
者
の
リ
ク

エ
ス
ト
曲
を
み
ん
な
で
歌
う　

■■費
３
０
０

円
音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
６
時　

■■
出
演　

Ｓ

Ｘ
Ｑ　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

■■場
・
■■問
加
茂

水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■■他
HP

１
皿
１
２
０
円
の
料
理
バ
イ
キ
ン
グ

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
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４
８
６
８
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同

伴
講
演
会「
災
害
の
考
古
学
―
災
害
史
研
究

お
よ
び
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
―
」

■■日
７
月
27
日
○土
午
後
２
時　

■■場
中
央
公
民

中
央
公
民

館館　

■■師
小
林
謙
一
氏
（
中
央
大
学
教
授
）

■■問
同
大
学
学
員
会
山
形
庄
内
支
部
☎
22
‐

７
６
０
７

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

■■日
７

月
28
日
○日
（
①
午
前
10
時　

②
11
時
30
分

③
午
後
１
時
30
分　

④
３
時　

⑤
４
時
30

分
）・
29
日
○月
（
⑥
午
後
1
時
30
分　

⑦

２
時
30
分　

⑧
４
時　

⑨
５
時
30
分　

⑩

１
４
５
５　

■■他
持
ち
帰
り
販
売
の
み

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
ね
ず
が
せ
き

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■内
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
海
」
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
無

料
体
験
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
等　

■■問
ド
リ
ー

ム
や
ま
が
た
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
２

３
４
‐
21
‐
８
２
５
０

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔

保
存
修
理
工
事
見
学
会

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30

分　

■■定
各
回
先
着
15
人　

■■申
７
月
19
日
○金

ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■■日
８
月
１
日
○木
午
前
８
時
（
出
羽
庄
内
国

際
村
集
合
）　

■■定
先
着
40
人　　

■■内
ご
み
焼

却
施
設
「
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
」、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
見
学　　

■■申
７

月
26
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２

８
４
９
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■■場
藤
島
体
育
館
北
側
芝
生
広
場　

■■内
鶴
岡

伝
統
芸
能
祭
、
子
ど
も
す
も
う
大
会
、
藤

ろ
っ
く
祭
、
出
店
・
お
祭
り
屋
台
等　

■■問

ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９

若
者
交
流
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

つ
る
お
か
ミ
ラ
イ
会
議

■■日
８
月
６
日
○火
・
７
日
○水　

■■対
市
内
外
の

の
大
学
生
等
30
人　

■■内
参
加
者
同
士
や
地

域
で
活
躍
す
る
方
と
の
交
流
、
観
光
体
験
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等　

■■申
本
所
政
策
企
画

課
☎
35
‐
１
１
８
４　

■■他
就
学
地
と
の
交

通
費
助
成
あ
り
。
市
HP　

鶴
岡
二
中
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

■■日
８
月
31
日
○土
午
後
４
時
30
分　

■■場
鶴
岡

二
中
体
育
館

７
時
）　

■■内
①
⑥『
は
な
か
っ
ぱ
』　

②
③

⑦
⑧『
ド
ラ
え
も
ん
』　

④
⑨『
平
原
綾
香　

い
の
ち
の
星
の
詩
』　

⑤
⑩『Feel the 

Earth

〜M
usic by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

■■申
７
月
19
日
○金
か
ら　

■■他
④
⑤
⑨
⑩
星
空

解
説
あ
り

▼
夏
の
一
般
公
開　

■■日
８
月
11
日
○日
・
12

日
○月
・
15
日
○木

▽
子
供
向
け　

■■時
・
■■内
午
前
10
時
…『
は

な
か
っ
ぱ
』　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
…『
ド
ラ
え
も
ん
』　　

▽
大
人
向
け　

■■時
午
後
３
時　

■■内
11
日
・

15
日
…『Feel the Earth

〜M
usic 

by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

12
日
…『
平
原
綾

香　

い
の
ち
の
星
の
詩
』

▽
共
通　

■■申
８
月
２
日
○金
か
ら

▼
共
通　

■■定
各
回
先
着
60
人　

■■費
高
校
生

以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
０
０

円　

■■申
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問

同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

11
商
店
街
連
携
夏
ま
つ
り

■■日
７
月
27
日
○土
午
後
３
時
〜
９
時　

■■場
山

王
・
銀
座
・
南
銀
座
商
店
街　

■■内
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
、
出
店
等　

■■問
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
☎
22
‐
２
２
０
２

月
山
ダ
ム
の
集
い
２
０
２
４

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■内
ダ
ム
堤
体
内
見
学
、
働
く
車
展
示
等

■■場
・
■■問
月
山
ダ
ム
管
理
所
☎
54
‐
６
７
１

１　

■■他
HP

■■日  ８月９日○金～11日○日午前９
時30分～午後６時（11日は
午後３時まで）
■■場荘銀タクト鶴岡小ホール　
■■内櫛引地域にゆかりのある４人
　（富樫剛氏、富樫実氏、遠藤虚籟氏、森田茂氏）
　の作品や遺品の展示
■■問櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111

■■日８月10日○土午後５時　
■■場荘銀タクト鶴岡大ホール
■■定500人　
■■内  黒川能上座による能「羽衣」「春日龍神」、狂言
「千鳥」の上演
■■費  2,000円（当日は500円増し。高校生以下無料）
■ ■ チケット販売　７月４日○木から櫛引庁舎産業建
設課（電話申込み可〈７月31日○水まで〉）、櫛引
生涯学習センター、八文字屋鶴岡店へ　
■■問同課☎57‐2115

鶴岡100年プライド事業

櫛引ゆかりの偉人展

国指定重要無形民俗文化財
「黒川能」特別公演

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。
各担当課や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等で
ご確認ください。

第47代横綱柏戸関
（富樫 剛）
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市
民
プ
ー
ル
夏
季
一
般
利
用

■■日
７
月
６
日
○土
〜
９
月
１
日
○日
（
大
会
等

で
利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無

料
開
放
）　

■■時
月
曜
〜
土
曜
日
…
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
・
６
時
〜

８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時　

■■費
大
人
…
４
９

０
円　

高
校
生
等
…
３
８
０
円　

小
・
中

学
生
…
１
８
０
円　

■■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協

会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■■他
水
泳
帽
を
必
ず

着
用
（
貸
出
し
不
可
）。
幼
児
は
要
付
添

い
。
午
後
６
時
以
降
は
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
。
HP

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
７
月
10
日
○水
・
24
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
病
気
や
生
活
に
関
す
る
対
話　

■■申
同
院

地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
７
月
15
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
会
員
５
０
０
円
）

■■申
７
月
10
日
○水
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２

１
４
３
へ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

無
料
体
験
教
室

■■日
７
月
15
日
○月
午
後
２
時　

■■場
小
真
木
原

公
園　

■■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■■申
７
月

５
日
○金
ま
で　

■■他
用
具
貸
出
し
あ
り

健
幸
ゲ
ー
ム
マ
イ
ス
タ
ー　

養
成
講
座

■■日
７
月
19
日
○金
午
後
１
時　

■■場
鶴
岡
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

■■定
12
人　

■■内
健
幸
か
る

た
と
健
幸
す
ご
ろ
く
の
実
践
体
験　

■■費
５

０
０
円　

■■申
７
月
12
日
○金
ま
で
か
ら
だ
館

☎
29
‐
０
８
０
６
へ

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
温
海
温

泉
林
業
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午

前
８
時
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）

■■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
越
路
峠
↓
天
魄
山
↓
あ

つ
み
温
泉
地
内
↓
起
点（
７
・
５
㎞
）　

■■定

50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申
７
月
２
日

○火
〜
９
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１

３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

つ
る
お
か
健
康
塾

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■定
先
着
30
人　

■■内「
漢
方
薬
で
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
田
中
栄
一
氏
（
丸
岡

医
院
院
長
）、「
５
歳
若
返
る
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
」
伊
藤
祐
輔
氏
（PO

W
ER 

G
ATE

代
表
）　

■■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26

‐
５
１
８
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
11
回
）

■■日
７
月
22
日
〜
11
月
18
日
の
月
曜
日
午
前

10
時　

■■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■■定
先

着
15
人　

■■費
６
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録

費
１
、
０
０
０
円
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25

‐
８
１
３
１　

■■他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

精
神
障
害
者
家
族
教
室

■■日
７
月
24
日
○水
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
20
人　

■■内
講
話
「
親
亡
き
後
の
生

活
の
支
援
に
つ
い
て
」、
情
報
提
供
「
お

や
こ
草
の
会
に
つ
い
て
」、
フ
リ
ー
ト
ー

ク　

■■申
７
月
17
日
○水
ま
で
庄
内
保
健
所
地

域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１
へ　

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応

方
法
」
兼
子
美
智
子
氏
（
湯
田
川
温
泉
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師
）　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

市
民
登
山
「
月
山
」

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
５
時
30
分
〜
午
後
３

時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■■場
姥
沢
リ
フ

ト
（
西
川
町
）
↓
姥
ヶ
岳
↓
牛
首
↓
山
頂

↓
仏
生
池
↓
八
合
目　

■■対
小
学
生
以
上
50

人　

■■費
中
学
生
以
上
の
市
民
…
４
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
上
の
市
民
以
外
…
５
、

０
０
０
円　

小
学
生
の
市
民
…
２
、
０
０

０
円　

小
学
生
の
市
民
以
外
…
３
、
０
０

０
円　

■■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■■申
７
月
９

日
○火
〜
23
日
○火
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学

生
保
護
者
同
伴

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
８
月
８
日
○木
、
９
月
５
日
○木
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介

護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
29
‐
４
１
８
０　

鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟

セ
ー
リ
ン
グ
体
験

■■日
８
月
10
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１

時　

■■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■■対
小
学
生
以

上
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■■申

２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
加
茂
水
産
高
校
内

「
同
連
盟
」
☎
33
‐
３
１
１
６　

■■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

親
子
で
ヨ
ッ
ト
体
験

■■日
８
月
11
日
○日
午
前
９
時　

■■場
加
茂
港

■■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
25
人　

■■費
大
人

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円　

■■申
7
月
29
日
○月
ま
で
同
ク
ラ
ブ
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
８
月
23
日
○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

イ
ム
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
話
、

交
流
会　　

■■申
８
月
16
日
○金
ま
で
本
所
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

午
前
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■■日
９
月
３
日
○火
・
12
日
○木
・
26
日
○木
と
27

日
○金
の
内
１
日
、
10
月
10
日
○木
・
24
日
○木
、

11
月
7
日
○木
・
14
日
○木
、
12
月
５
日
○木
午

前
９
時
30
分
（
９
月
３
日
は
午
後
１
時
30

分
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
60
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
肥
満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た

い
方　

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
指
数
）
が
24
〜

30
の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、

90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁

止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。
服
薬
中
の
方

は
医
師
に
要
相
談
）　

③
全
日
程
に
参
加

可
能
な
方　

④
こ
れ
ま
で
に
同
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■■内
体
組
成

測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
）、
健
康
学
習
（
食
生
活
や
運
動
、

体
の
仕
組
み
等
）、
生
活
習
慣
に
関
す
る

個
別
相
談　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
８
月

16
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
へ　

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
幼
児
サ
マ
ー
水
遊
び
　
■■日
７
月
17
日
○水

・
22
日
○月
・
24
日
○水
・
26
日
○金
午
前
10
時

30
分　

■■場
同
館　

■■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者

各
日
先
着
７
組　

■■申
７
月
５
日
○金
か
ら　　

▼
ゆ
め
っ
く
り
ミ
ニ
♪
な
つ
ま
つ
り
　
■■日

７
月
28
日
○日
午
前
10
時　

■■場
同
館　

■■対
幼

児
40
人　

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■■費

２
０
０
円　

■■申
７
月
３
日
○水
か
ら

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験
　
■■日
①
７
月
31

日
○水　

②
８
月
２
日
○金　

③
５
日
○月　

④

７
日
○水　

■■時
午
前
10
時　

■■場
・
■■定
①
山
形

県
防
災
学
習
館
（
三
川
町
）・
20
人　

②

〜
④
第
六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
・
25
人　

■■対
小
学
生　

■■申
７
月
18
日

○木
か
ら

▼
共
通　

■■問
西
部
児
童
館
☎
29

‐
０
０
３
１

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
会　

■■日
７
月
17
日

○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
夏
〞」　

■■日
７
月
19
日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■内

夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
写
真
撮
影
と

身
体
測
定　

■■申
７
月
３
日
○水
か
ら

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

■■日
・

■■内
・
■■定
８
月
２
日
○金
午
前
10
時
30
分
…
さ

ん
ち
ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！
・
先
着
20

人　

５
日
○月
午
前
10
時
…
お
化
け
屋
敷
・

先
着
40
人　

８
日
○木
午
前
10
時
…
化
学
実

験
・
先
着
30
人　

19
日
○月
午
前
10
時
30
分

…
お
は
な
し
会
＆
工
作
・
先
着
20
人　

■■対

小
学
生　

■■申
７
月
17
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
0　

子
ど
も
の
読
書
を
支
え
る
会

子
ど
も
の
本
学
び
の
会
講
座

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書

館
本
館　

■■内「
絵
本
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
〜

小
さ
な
問
い
か
ら
未
来
を
の
ぞ
こ
う
〜
」　

■■費
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）　

暘
光
児
童
館

わ
く
わ
く
！
夏
ま
つ
り

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
出
店
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
等
（
前
売
り
券
・
当
日
券
販
売
あ
り
）　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■■日
７
月
24
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
公
立
保
育
園
主
任　

■■場
・
■■申
７
月
１
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

内
川
舟
下
り
探
検
隊
と

ざ
っ
こ
し
め

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■■場
内
川
ほ
っ
と
パ
ー
ク

■■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
16
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）　

■■師
高
橋

宣
裕
氏　

■■申
本
所
土
木
課
内
「
内
川
を
美

し
く
す
る
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
３
４
１

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座

「
昆
虫
の
成
長
・
子
育
て
」　

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■対
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組
（
子
供
の
み

の
参
加
可
）　

■■内
動
画
で
の
虫
の
観
察

■■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■■申
７

月
５
日
○金
か
ら
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
で　

■■場

・
■■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５子

ど
も
達
の
食
の
自
活
を
応
援
す
る
会

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■対
小
学
５
年
・
６
年
生
各
回
５
人

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ
ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ

ａ
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■場
・
■■申
７
月

25
日
○木
ま
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花

蓮
へ山

形
県
立
致
道
館
中
学
校

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
■■日
７
月
27
日

○土
午
前
、
午
後　

■■対
小
学
５
年
・
６
年
生　

▼
致
道
塾
　
■■日
８
月
５
日
○月
・
６
日
○火

子
育
て
・
子
供
向
け

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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市
民
プ
ー
ル
夏
季
一
般
利
用

■■日
７
月
６
日
○土
〜
９
月
１
日
○日
（
大
会
等

で
利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無

料
開
放
）　

■■時
月
曜
〜
土
曜
日
…
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
・
６
時
〜

８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時　

■■費
大
人
…
４
９

０
円　

高
校
生
等
…
３
８
０
円　

小
・
中

学
生
…
１
８
０
円　

■■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協

会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■■他
水
泳
帽
を
必
ず

着
用
（
貸
出
し
不
可
）。
幼
児
は
要
付
添

い
。
午
後
６
時
以
降
は
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
。
HP

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
７
月
10
日
○水
・
24
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
病
気
や
生
活
に
関
す
る
対
話　

■■申
同
院

地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
７
月
15
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
会
員
５
０
０
円
）

■■申
７
月
10
日
○水
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２

１
４
３
へ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

無
料
体
験
教
室

■■日
７
月
15
日
○月
午
後
２
時　

■■場
小
真
木
原

公
園　

■■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■■申
７
月

５
日
○金
ま
で　

■■他
用
具
貸
出
し
あ
り

健
幸
ゲ
ー
ム
マ
イ
ス
タ
ー　

養
成
講
座

■■日
７
月
19
日
○金
午
後
１
時　

■■場
鶴
岡
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

■■定
12
人　

■■内
健
幸
か
る

た
と
健
幸
す
ご
ろ
く
の
実
践
体
験　

■■費
５

０
０
円　

■■申
７
月
12
日
○金
ま
で
か
ら
だ
館

☎
29
‐
０
８
０
６
へ

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
温
海
温

泉
林
業
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午

前
８
時
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）

■■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
越
路
峠
↓
天
魄
山
↓
あ

つ
み
温
泉
地
内
↓
起
点（
７
・
５
㎞
）　

■■定

50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■■申
７
月
２
日

○火
〜
９
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１

３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

つ
る
お
か
健
康
塾

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■定
先
着
30
人　

■■内「
漢
方
薬
で
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
田
中
栄
一
氏
（
丸
岡

医
院
院
長
）、「
５
歳
若
返
る
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
」
伊
藤
祐
輔
氏
（PO

W
ER 

G
ATE

代
表
）　

■■申
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26

‐
５
１
８
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
11
回
）

■■日
７
月
22
日
〜
11
月
18
日
の
月
曜
日
午
前

10
時　

■■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■■定
先

着
15
人　

■■費
６
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録

費
１
、
０
０
０
円
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25

‐
８
１
３
１　

■■他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

精
神
障
害
者
家
族
教
室

■■日
７
月
24
日
○水
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
20
人　

■■内
講
話
「
親
亡
き
後
の
生

活
の
支
援
に
つ
い
て
」、
情
報
提
供
「
お

や
こ
草
の
会
に
つ
い
て
」、
フ
リ
ー
ト
ー

ク　

■■申
７
月
17
日
○水
ま
で
庄
内
保
健
所
地

域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１
へ　

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応

方
法
」
兼
子
美
智
子
氏
（
湯
田
川
温
泉
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師
）　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

市
民
登
山
「
月
山
」

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
５
時
30
分
〜
午
後
３

時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■■場
姥
沢
リ
フ

ト
（
西
川
町
）
↓
姥
ヶ
岳
↓
牛
首
↓
山
頂

↓
仏
生
池
↓
八
合
目　

■■対
小
学
生
以
上
50

人　

■■費
中
学
生
以
上
の
市
民
…
４
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
上
の
市
民
以
外
…
５
、

０
０
０
円　

小
学
生
の
市
民
…
２
、
０
０

０
円　

小
学
生
の
市
民
以
外
…
３
、
０
０

０
円　

■■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■■申
７
月
９

日
○火
〜
23
日
○火
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学

生
保
護
者
同
伴

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
８
月
８
日
○木
、
９
月
５
日
○木
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介

護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
29
‐
４
１
８
０　

鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟

セ
ー
リ
ン
グ
体
験

■■日
８
月
10
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１

時　

■■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■■対
小
学
生
以

上
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■■申

２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
加
茂
水
産
高
校
内

「
同
連
盟
」
☎
33
‐
３
１
１
６　

■■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

親
子
で
ヨ
ッ
ト
体
験

■■日
８
月
11
日
○日
午
前
９
時　

■■場
加
茂
港

■■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
25
人　

■■費
大
人

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円　

■■申
7
月
29
日
○月
ま
で
同
ク
ラ
ブ
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
８
月
23
日
○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

イ
ム
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
話
、

交
流
会　　

■■申
８
月
16
日
○金
ま
で
本
所
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

午
前
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■■日
９
月
３
日
○火
・
12
日
○木
・
26
日
○木
と
27

日
○金
の
内
１
日
、
10
月
10
日
○木
・
24
日
○木
、

11
月
7
日
○木
・
14
日
○木
、
12
月
５
日
○木
午

前
９
時
30
分
（
９
月
３
日
は
午
後
１
時
30

分
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
60
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
肥
満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た

い
方　

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
指
数
）
が
24
〜

30
の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、

90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁

止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。
服
薬
中
の
方

は
医
師
に
要
相
談
）　

③
全
日
程
に
参
加

可
能
な
方　

④
こ
れ
ま
で
に
同
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■■内
体
組
成

測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
）、
健
康
学
習
（
食
生
活
や
運
動
、

体
の
仕
組
み
等
）、
生
活
習
慣
に
関
す
る

個
別
相
談　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
８
月

16
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
へ　

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
幼
児
サ
マ
ー
水
遊
び
　
■■日
７
月
17
日
○水

・
22
日
○月
・
24
日
○水
・
26
日
○金
午
前
10
時

30
分　

■■場
同
館　

■■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者

各
日
先
着
７
組　

■■申
７
月
５
日
○金
か
ら　　

▼
ゆ
め
っ
く
り
ミ
ニ
♪
な
つ
ま
つ
り
　
■■日

７
月
28
日
○日
午
前
10
時　

■■場
同
館　

■■対
幼

児
40
人　

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■■費

２
０
０
円　

■■申
７
月
３
日
○水
か
ら

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験
　
■■日
①
７
月
31

日
○水　

②
８
月
２
日
○金　

③
５
日
○月　

④

７
日
○水　

■■時
午
前
10
時　

■■場
・
■■定
①
山
形

県
防
災
学
習
館
（
三
川
町
）・
20
人　

②

〜
④
第
六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
・
25
人　

■■対
小
学
生　

■■申
７
月
18
日

○木
か
ら

▼
共
通　

■■問
西
部
児
童
館
☎
29

‐
０
０
３
１

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
会　

■■日
７
月
17
日

○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
夏
〞」　

■■日
７
月
19
日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■内

夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
写
真
撮
影
と

身
体
測
定　

■■申
７
月
３
日
○水
か
ら

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

■■日
・

■■内
・
■■定
８
月
２
日
○金
午
前
10
時
30
分
…
さ

ん
ち
ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！
・
先
着
20

人　

５
日
○月
午
前
10
時
…
お
化
け
屋
敷
・

先
着
40
人　

８
日
○木
午
前
10
時
…
化
学
実

験
・
先
着
30
人　

19
日
○月
午
前
10
時
30
分

…
お
は
な
し
会
＆
工
作
・
先
着
20
人　

■■対

小
学
生　

■■申
７
月
17
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
0　

子
ど
も
の
読
書
を
支
え
る
会

子
ど
も
の
本
学
び
の
会
講
座

■■日
７
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書

館
本
館　

■■内「
絵
本
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
〜

小
さ
な
問
い
か
ら
未
来
を
の
ぞ
こ
う
〜
」　

■■費
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）　

暘
光
児
童
館

わ
く
わ
く
！
夏
ま
つ
り

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
出
店
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
等
（
前
売
り
券
・
当
日
券
販
売
あ
り
）　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■■日
７
月
24
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
公
立
保
育
園
主
任　

■■場
・
■■申
７
月
１
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

内
川
舟
下
り
探
検
隊
と

ざ
っ
こ
し
め

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■■場
内
川
ほ
っ
と
パ
ー
ク

■■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
16
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）　

■■師
高
橋

宣
裕
氏　

■■申
本
所
土
木
課
内
「
内
川
を
美

し
く
す
る
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
３
４
１

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座

「
昆
虫
の
成
長
・
子
育
て
」　

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■対
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組
（
子
供
の
み

の
参
加
可
）　

■■内
動
画
で
の
虫
の
観
察

■■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■■申
７

月
５
日
○金
か
ら
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
で　

■■場

・
■■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５子

ど
も
達
の
食
の
自
活
を
応
援
す
る
会

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
７
月
28
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■対
小
学
５
年
・
６
年
生
各
回
５
人

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ
ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ

ａ
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■場
・
■■申
７
月

25
日
○木
ま
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花

蓮
へ山

形
県
立
致
道
館
中
学
校

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
■■日
７
月
27
日

○土
午
前
、
午
後　

■■対
小
学
５
年
・
６
年
生　

▼
致
道
塾
　
■■日
８
月
５
日
○月
・
６
日
○火

子
育
て
・
子
供
向
け

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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■■対
小
学
４
年
〜
６
年
生　

■■内
小
学
校
の
学

習
や
夏
休
み
の
宿
題
・
自
由
研
究
の
相
談

等▼
共
通　　

■■申
HP
で　

■■場
・
■■問
致

道
館
中
☎
23
‐
７
５
７
９

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼【
子
育
て
応
援
講
座
】
こ
ど
も
ま
ん
な

か
！
親
子
で
学
ぶ
「
お
金
」
の
キ
ホ
ン
講

座
　
■■日
７
月
29
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■■場

同
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
15
組　

■■師
野
村
利

香
氏
（
明
治
安
田
生
命
山
形
支
社
）

▼【
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
】
し
な
織
体
験　

親
子
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

■■日
８
月
８
日
○木
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）　

■■場
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー　

■■定

先
着
10
組　

■■師
五
十
嵐
茂
久
氏
（
関
川
し

な
織
協
同
組
合
長
）　

■■費
１
、
６
５
０
円　

▼
共
通　

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に

在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■■申
７
月

４
日
○木
〜
23
日
○火
に
中
央
公
民
館
女
性
セ

ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

山
形
県
県
民
の
海
・
プ
ー
ル 

ス
パ
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

■■日
８
月
１
日
○木
〜
３
日
○土
午
前
９
時　

■■対

３
歳
児
〜
小
学
生
各
日
20
人　

■■費
１
日
８

０
０
円　

■■申
ス
パ
ー
ル

ス
パ
ー
ル
☎
68
‐
５
１
２
１

親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

「
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
」キ
ッ
ト
配
布

■■日
７
月
30
日
○火
か
ら
の
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

■■対
小
学
生
先
着
50

人
（
１
家
庭
１
セ
ッ
ト
）　

■■場
・
■■問
田
川

建
設
労
働
組
合
☎
22
‐
２
８
３

２
日
本
の
楽
器
体
験
教
室

お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
〜
11
月
の
土
曜
・
日
曜
日
（
７
回

程
度
）　

■■場
市
内
公
共
施
設
等　

■■対
小
学

生
〜
高
校
生
（
親
子
参
加
可
）　

■■内
箏こ
と

の

演
奏
習
得
・
コ
ン
サ
ー
ト
聴
講　

■■持
箏
爪

（
貸
出
し
あ
り
）　

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■■日
８
月

１
日
○木
・
７
日
○水
・
９
日
○金
午
後
２
時

■■対
小
学
生
各
日
先
着
15
人　

■■内
工
作
、
化

学
実
験

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
縁
日　

■■日
８
月
５
日
○月
午

後
２
時　

■■対
幼
児
〜
中
学
生
先
着
40
人

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
く
じ
引
等　

■■費
３
０

０
円　

■■申
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
７
月
22
日
○月

〜
31
日
○水
に
直
接
同
館
へ
来
館

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

〜
水
道
水
の
流
れ
を
た
ど
ろ
う
〜　

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

上
下
水
道
部
庁
舎
集
合
）　

■■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内
月
山
ダ
ム
、

朝
日
浄
水
場
、
高
坂
配
水
場
の
見
学　

■■申

７
月
23
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

23
‐
７
７
３
１
へ

夏
休
み
下
水
道
教
室

■■日
８
月
２
日
○金
午
前
9
時　

■■場
庄
内
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■■対
小
学
４
年
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
下
水
処

理
場
の
見
学
、顕
微
鏡
観
察
、水
質
実
験
等　

■■申
７
月
23
日
○火
ま
で
山
形
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
下
水
道
事
務
所
☎
０
２

３
‐
６
５
４
‐
８
４
０
０
へ

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■■日
８
月
３
日
○土
・
10
日
○土
午
後
１
時
〜
４

時　

■■場
秋
山
鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■■対
小

・
中
学
生　

■■内
夏
休
み
の
工
作
課
題
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
１
組
10
分
〜
20
分
）　

■■申
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
で　

■■問
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

５
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
９
時
〜
正
午　

■■場
に

こ
♥

ふ
る　

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
８
月
７
日

○水
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
２
月
〜
４
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
触
れ
合
い
遊
び　
　

■■申
市
HP
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

図
書
館
本
館

夏
の
お
は
な
し
会

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
10
時　

■■対
幼
児
〜
小

学
生　

■■内
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等　

■■場
・
■■問

同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理
提
供
店
舗
の

募
集　

■■日
７
月
12
日
○金
ま
で　

■■対
ウ
シ
ガ

エ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
食
材
と
し

て
活
用
で
き
る
市
内
の
飲
食
店
２
店
舗

■■他
説
明
会
開
催

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦
」　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
９

時　

■■定
30
人　

■■申
７
月
４
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
７
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
不
思
議
な
「
ス
ト
ー
ン
た

ま
ご
」
づ
く
り　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
10

時
30
分
、
午
後
１
時　

■■費
寄
附
制
（
２
０

０
円
以
上
）　　

▽
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
水
辺
の
生
き
も
の

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り　

■■日
７
月
13
日
○土
午

前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■■費
寄
附
制

（
３
０
０
円
以
上
）

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
外
来
生
物
料
理
を
考
え
よ

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

施
設
の
催
し 
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う
（
自
由
研
究
対
応
）　

■■日
７
月
20
日
○土

午
前
10
時　

■■内
外
来
生
物
料
理
作
り
等

■■費
寄
附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
）

▽
ト
ン
ボ
観
察
会　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前

９
時
30
分　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制
（
３
０

０
円
以
上
）　

■■申
７
月
11
日
○木
ま
で

▽
夜
の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク　

■■日
７
月
27
日

○土
午
後
７
時　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制
（
３

０
０
円
以
上
）　

■■申
７
月
25
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
庄
内
自
然
博
物
園

構
想
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」　

■■日
７
月

21
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
40
人　

■■師
平

智
氏
（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）、
林
田
光

祐
氏（
同
）　

■■費
寄
附
制（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
７
月
19
日
○金
ま
で
　

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐

８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
山
口
吉
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

探
検
！
ア

マ
ゾ
ン
ワ
ー
ル
ド　

■■日
８
月
18
日
○日
ま
で　

■■内
ア
マ
ゾ
ン
に
生
息
す
る
動
物
や
昆
虫
の

標
本
、
生
活
の
道
具
等
展
示　

▼
土
曜
講
座
「
ハ
ワ
イ
の
仏
教
文
化
財
〜

A
loha Buddha

の
世
界
」　

■■日
８
月
３

日
○土
午
後
２
時　

■■定
先
着
40
人　

■■内
オ
ア

フ
島
に
あ
る
日
本
仏
教
各
宗
派
の
拠
点
寺

院
と
日
本
人
移
民
の
歴
史　

■■師
笹
岡
直
美

氏
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修

復
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）　

▼
共
通　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
同同
館
☎
22
‐
１

１
９
９　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■■日
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日　

■■時
女
湯
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分　

男
湯
…
１
時
〜
３
時
30
分　

■■費
２
０
０
円

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
７
月
４
日
○木
・
11
日
○木
・
18
日
○木

・
25
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
フ
レ
ン
ド
趣
味
の
会　

■■日
７
月
10
日
・

17
日
・
24
日
、
８
月
７
日
・
21
日
・
28
日

の
水
曜
日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■■日
７
月
５
日
○金
・
12
日
○金

・
19
日
○金
・
26
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る　

■■日
７
月
６

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費

４
０
０
円

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
７
月
10
日
○水
・
17
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼

風
コ
ー
ス
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
９
時

30
分　

■■定
先
着
25
人　

■■内
初
夏
の
里
山
歩

き
（
５
㎞
〜
６
㎞
）

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
森
で
お
昼
寝

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■定
先
着
15
人　

■■費
９
０
０
円　

■■持
昼

食
等

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー   

鶴
岡
市
所
蔵
作

品
展
第
２
期　

■■日
７
月
６
日
○土
〜
９
月
29

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分　

■■内
市

が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美
術
作
品
を

展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
笠
間
日
動
美
術
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

魅
惑
の
西
洋
近
代
絵
画　

モ

ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら
ピ
カ
ソ
、
マ
テ
ィ

ス
ま
で
」　

■■日
７
月
13
日
○土
〜
8
月
18
日

○日　

■■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

▽
開
幕
記
念
「
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
後
２
時

■■師
長
谷
川
徳
七
氏
（
笠
間
日
動
美
術
館
館

長
）、
長
谷
川
智
恵
子
氏
（
同
館
副
館
長
）

▽
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■■日
７
月
28
日
○日
、８
月
11
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
２
時

▽
美
術
講
座
「
指
で
た
の
し
む　

パ
ス
テ

ル
画
体
験
」　

■■日
８
月
10
日
○土
午
後
１
時

■■定
先
着
12
人　

■■内
パパ
ス
テ
ル
の
素
材
や
基

礎
を
学
び
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
制
作　

■■師
奥

山
春
名
氏　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
７
月

４
日
○木
〜
８
月
３
日
○土　

■■他
小
学
３
年
生

以
下
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
羽
黒
山
の
歴
史
と
自
然　

■■日
７
月
13
日

○土
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場

羽
黒
山
山
頂
↓
南
谷
↓
旧
参
道
↓
同
セ
ン

タ
ー　

■■定
先
着
25
人　

■■費
８
０
０
円　

■■申

７
月
10
日
○水
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
２
番
上
映
会　

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■■日
①
７
月
26

日
○金　

②
８
月
２
日
○金　

■■時
午
前
８
時
〜

午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■定
各

日
先
着
20
人　　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
２
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
①
７
月
16
日
○火
ま
で　

②

23
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62

‐
４
３
２
１

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
館
内
朗
読
会
「
獄
医
立
花
登
手
控
え
」

を
聴
く　

■■日
・
■■内
①
７
月
27
日
○土
・『
女

牢
』（『
春
秋
の
檻
』
所
収
）　

②
８
月
31

日
○土
・『
処
刑
の
日
（
四
）
〜
（
八
）』（『
風

雪
の
檻
』
所
収
）　

■■時
午
後
２
時　

■■定
各

日
先
着
20
人　

■■
朗
読　

劇
団
麦
の
会
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ　

■■申
①
７
月
５
日
○金
か
ら　

②

８
月
５
日
○月
か
ら　

▼
藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会　

■■日
７

月
・
８
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日
２
回

上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇
専
門

チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
の
『
帰
郷
』『
小
さ
な

橋
で
』　

▼
共
通　

■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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■■対
小
学
４
年
〜
６
年
生　

■■内
小
学
校
の
学

習
や
夏
休
み
の
宿
題
・
自
由
研
究
の
相
談

等▼
共
通　　

■■申
HP
で　

■■場
・
■■問
致

道
館
中
☎
23
‐
７
５
７
９

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼【
子
育
て
応
援
講
座
】
こ
ど
も
ま
ん
な

か
！
親
子
で
学
ぶ
「
お
金
」
の
キ
ホ
ン
講

座
　
■■日
７
月
29
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■■場

同
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
15
組　

■■師
野
村
利

香
氏
（
明
治
安
田
生
命
山
形
支
社
）

▼【
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
】
し
な
織
体
験　

親
子
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

■■日
８
月
８
日
○木
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）　

■■場
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー　

■■定

先
着
10
組　

■■師
五
十
嵐
茂
久
氏
（
関
川
し

な
織
協
同
組
合
長
）　

■■費
１
、
６
５
０
円　

▼
共
通　

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に

在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■■申
７
月

４
日
○木
〜
23
日
○火
に
中
央
公
民
館
女
性
セ

ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

山
形
県
県
民
の
海
・
プ
ー
ル 

ス
パ
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

■■日
８
月
１
日
○木
〜
３
日
○土
午
前
９
時　

■■対

３
歳
児
〜
小
学
生
各
日
20
人　

■■費
１
日
８

０
０
円　

■■申
ス
パ
ー
ル

ス
パ
ー
ル
☎
68
‐
５
１
２
１

親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

「
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
」キ
ッ
ト
配
布

■■日
７
月
30
日
○火
か
ら
の
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

■■対
小
学
生
先
着
50

人
（
１
家
庭
１
セ
ッ
ト
）　

■■場
・
■■問
田
川

建
設
労
働
組
合
☎
22
‐
２
８
３

２
日
本
の
楽
器
体
験
教
室

お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
〜
11
月
の
土
曜
・
日
曜
日
（
７
回

程
度
）　

■■場
市
内
公
共
施
設
等　

■■対
小
学

生
〜
高
校
生
（
親
子
参
加
可
）　

■■内
箏こ
と

の

演
奏
習
得
・
コ
ン
サ
ー
ト
聴
講　

■■持
箏
爪

（
貸
出
し
あ
り
）　

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■■日
８
月

１
日
○木
・
７
日
○水
・
９
日
○金
午
後
２
時

■■対
小
学
生
各
日
先
着
15
人　

■■内
工
作
、
化

学
実
験

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
縁
日　

■■日
８
月
５
日
○月
午

後
２
時　

■■対
幼
児
〜
中
学
生
先
着
40
人

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
く
じ
引
等　

■■費
３
０

０
円　

■■申
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
７
月
22
日
○月

〜
31
日
○水
に
直
接
同
館
へ
来
館

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

〜
水
道
水
の
流
れ
を
た
ど
ろ
う
〜　

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■■日
８
月
３
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

上
下
水
道
部
庁
舎
集
合
）　

■■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内
月
山
ダ
ム
、

朝
日
浄
水
場
、
高
坂
配
水
場
の
見
学　

■■申

７
月
23
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

23
‐
７
７
３
１
へ

夏
休
み
下
水
道
教
室

■■日
８
月
２
日
○金
午
前
9
時　

■■場
庄
内
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■■対
小
学
４
年
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
下
水
処

理
場
の
見
学
、顕
微
鏡
観
察
、水
質
実
験
等　

■■申
７
月
23
日
○火
ま
で
山
形
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
下
水
道
事
務
所
☎
０
２

３
‐
６
５
４
‐
８
４
０
０
へ

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■■日
８
月
３
日
○土
・
10
日
○土
午
後
１
時
〜
４

時　

■■場
秋
山
鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■■対
小

・
中
学
生　

■■内
夏
休
み
の
工
作
課
題
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
１
組
10
分
〜
20
分
）　

■■申
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
で　

■■問
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

５
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
９
時
〜
正
午　

■■場
に

こ
♥

ふ
る　

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
８
月
７
日

○水
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
２
月
〜
４
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
触
れ
合
い
遊
び　
　

■■申
市
HP
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

図
書
館
本
館

夏
の
お
は
な
し
会

■■日
８
月
４
日
○日
午
前
10
時　

■■対
幼
児
〜
小

学
生　

■■内
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等　

■■場
・
■■問

同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理
提
供
店
舗
の

募
集　

■■日
７
月
12
日
○金
ま
で　

■■対
ウ
シ
ガ

エ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
食
材
と
し

て
活
用
で
き
る
市
内
の
飲
食
店
２
店
舗

■■他
説
明
会
開
催

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦
」　

■■日
７
月
６
日
○土
午
前
９

時　

■■定
30
人　

■■申
７
月
４
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
７
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
不
思
議
な
「
ス
ト
ー
ン
た

ま
ご
」
づ
く
り　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
10

時
30
分
、
午
後
１
時　

■■費
寄
附
制
（
２
０

０
円
以
上
）　　

▽
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
水
辺
の
生
き
も
の

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り　

■■日
７
月
13
日
○土
午

前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■■費
寄
附
制

（
３
０
０
円
以
上
）

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
外
来
生
物
料
理
を
考
え
よ

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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催
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う
（
自
由
研
究
対
応
）　

■■日
７
月
20
日
○土

午
前
10
時　

■■内
外
来
生
物
料
理
作
り
等

■■費
寄
附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
）

▽
ト
ン
ボ
観
察
会　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前

９
時
30
分　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制
（
３
０

０
円
以
上
）　

■■申
７
月
11
日
○木
ま
で

▽
夜
の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク　

■■日
７
月
27
日

○土
午
後
７
時　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制
（
３

０
０
円
以
上
）　

■■申
７
月
25
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
庄
内
自
然
博
物
園

構
想
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」　

■■日
７
月

21
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
40
人　

■■師
平

智
氏
（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）、
林
田
光

祐
氏（
同
）　

■■費
寄
附
制（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
７
月
19
日
○金
ま
で
　

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐

８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
山
口
吉
彦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

探
検
！
ア

マ
ゾ
ン
ワ
ー
ル
ド　

■■日
８
月
18
日
○日
ま
で　

■■内
ア
マ
ゾ
ン
に
生
息
す
る
動
物
や
昆
虫
の

標
本
、
生
活
の
道
具
等
展
示　

▼
土
曜
講
座
「
ハ
ワ
イ
の
仏
教
文
化
財
〜

A
loha Buddha

の
世
界
」　

■■日
８
月
３

日
○土
午
後
２
時　

■■定
先
着
40
人　

■■内
オ
ア

フ
島
に
あ
る
日
本
仏
教
各
宗
派
の
拠
点
寺

院
と
日
本
人
移
民
の
歴
史　

■■師
笹
岡
直
美

氏
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修

復
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）　

▼
共
通　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
同同
館
☎
22
‐
１

１
９
９　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■■日
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日　

■■時
女
湯
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分　

男
湯
…
１
時
〜
３
時
30
分　

■■費
２
０
０
円

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
７
月
４
日
○木
・
11
日
○木
・
18
日
○木

・
25
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
フ
レ
ン
ド
趣
味
の
会　

■■日
７
月
10
日
・

17
日
・
24
日
、
８
月
７
日
・
21
日
・
28
日

の
水
曜
日
午
前
10
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■■日
７
月
５
日
○金
・
12
日
○金

・
19
日
○金
・
26
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る　

■■日
７
月
６

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費

４
０
０
円

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
７
月
10
日
○水
・
17
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼

風
コ
ー
ス
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
９
時

30
分　

■■定
先
着
25
人　

■■内
初
夏
の
里
山
歩

き
（
５
㎞
〜
６
㎞
）

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
森
で
お
昼
寝

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■定
先
着
15
人　

■■費
９
０
０
円　

■■持
昼

食
等

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー   

鶴
岡
市
所
蔵
作

品
展
第
２
期　

■■日
７
月
６
日
○土
〜
９
月
29

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分　

■■内
市

が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美
術
作
品
を

展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
笠
間
日
動
美
術
館
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

魅
惑
の
西
洋
近
代
絵
画　

モ

ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら
ピ
カ
ソ
、
マ
テ
ィ

ス
ま
で
」　

■■日
７
月
13
日
○土
〜
8
月
18
日

○日　

■■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

▽
開
幕
記
念
「
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
後
２
時

■■師
長
谷
川
徳
七
氏
（
笠
間
日
動
美
術
館
館

長
）、
長
谷
川
智
恵
子
氏
（
同
館
副
館
長
）

▽
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■■日
７
月
28
日
○日
、８
月
11
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
２
時

▽
美
術
講
座
「
指
で
た
の
し
む　

パ
ス
テ

ル
画
体
験
」　

■■日
８
月
10
日
○土
午
後
１
時

■■定
先
着
12
人　

■■内
パパ
ス
テ
ル
の
素
材
や
基

礎
を
学
び
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
制
作　

■■師
奥

山
春
名
氏　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
７
月

４
日
○木
〜
８
月
３
日
○土　

■■他
小
学
３
年
生

以
下
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
羽
黒
山
の
歴
史
と
自
然　

■■日
７
月
13
日

○土
午
前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場

羽
黒
山
山
頂
↓
南
谷
↓
旧
参
道
↓
同
セ
ン

タ
ー　

■■定
先
着
25
人　

■■費
８
０
０
円　

■■申

７
月
10
日
○水
ま
で

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
２
番
上
映
会　

■■日
７
月
21
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■■日
①
７
月
26

日
○金　

②
８
月
２
日
○金　

■■時
午
前
８
時
〜

午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■定
各

日
先
着
20
人　　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
２
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
①
７
月
16
日
○火
ま
で　

②

23
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62

‐
４
３
２
１

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
館
内
朗
読
会
「
獄
医
立
花
登
手
控
え
」

を
聴
く　

■■日
・
■■内
①
７
月
27
日
○土
・『
女

牢
』（『
春
秋
の
檻
』
所
収
）　

②
８
月
31

日
○土
・『
処
刑
の
日
（
四
）
〜
（
八
）』（『
風

雪
の
檻
』
所
収
）　

■■時
午
後
２
時　

■■定
各

日
先
着
20
人　

■■
朗
読　

劇
団
麦
の
会
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ　

■■申
①
７
月
５
日
○金
か
ら　

②

８
月
５
日
○月
か
ら　

▼
藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会　

■■日
７

月
・
８
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日
２
回

上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇
専
門

チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
の
『
帰
郷
』『
小
さ
な

橋
で
』　

▼
共
通　

■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
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・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

無
料　

■■場
・
■■申
藤
沢
周
平
記
念

館
☎
29
‐
１
８
８
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
７
月
７
日
○日
午
後
１
時　

■■定
先
着
20
人

■■費
２
、
５
０
０
円　

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
ゼ

リ
ー
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
10
時　

■■定

先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
教
室
「
翡
翠
茄
子
の
お
浸
し

等
」　

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先

着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
ト
マ
ト
た
っ
ぷ
り
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
作

り　

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着

12
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修　

■■日

７
月
17
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費

６
、
０
０
０
円

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修　

■■日
７
月
23
日
○火

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
品
質
管
理
﹇
実
践
﹈
講
座　

■■日
８
月
21

日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）　

■■日
８
月

22
日
○木
・
23
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

40
分　

■■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

東
北
振
興
研
修
所　

教
養
セ
ミ
ナ
ー

■■日
７
月
18
日
○木
午
前
10
時　

■■定
先
着
60
人

■■内「
西
廻
り
航
路
を
開
設
し
た
河
村
瑞
賢

と
酒
田
湊
」
相
原
久
生
氏
（
酒
田
市
文
化

資
料
館
光
丘
文
庫
調
査
員
）　

■■費
２
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■場
・
■■申
７
月
12

日
○金
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２
０
８
２
へ

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」

一
般
公
開
講
座

■■日
①
７
月
18
日
○木　

②
８
月
８
日
○木　

■■時

午
後
１
時
30
分　

■■場
①
余
目
第
三
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

②
三
川
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■■内
①「
農
村

自
給
圏
〜
ス
マ
ー
ト
テ
ロ
ワ
ー
ル
〜
を
目

指
し
て
」
浦
川
修
司
氏
（
山
大
農
学
部
教

授
）、
松
山
裕
城
氏
（
同
学
部
准
教
授
）　

②「
庄
内
の
在
来
作
物
」
江
頭
宏
昌
氏
（
同

学
部
教
授
）　

■■申
地
域
定
住
農
業
者
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１

‐
５
６
１
５

間
伐
材
活
用
研
修

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
ひ
ゃ
く
ね
ん

ひ
ゃ
く
ね
ん
森　

■■対
18
歳
以
上
の
市
民

先
着
10
人　

■■内
間
伐
の
役
割
の
説
明
、
丸

太
を
加
工
し
ス
ツ
ー
ル
作
成　

■■師
地
元
林

業
士　

■■申
７
月
12
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
３

４
へ中

央
公
民
館 

短
期
講
座
（
全
４
回
）

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
編
む
か
ご
バ
ッ
グ
作
り

■■日
７
月
29
日
○月
、
８
月
５
日
○月
・
19
日
○月

・
26
日
○月
午
後
７
時　

■■対
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
方
12
人　

■■師
富
樫
優
香
氏

（
プ
ラ
カ
ゴ
作
家
）　　

■■費
３
、
５
０
０
円　

■■場
・
■■申
７
月
９
日
○火
〜
18
日
○木

に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

鶴
岡
高
専
市
民
サ
ロ
ン「
未
来
へ
の
チ

カ
ラ
〜
食
・
農
・
教
育
の
つ
な
が
り
〜
」

■■日
７
月
31
日
○水
午
後
３
時　

■■場
庄
内
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー　

■■定
50
人　

■■内「
ユ
ネ
ス

コ
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡
か
ら
生
ま
れ
た

食
育
食
農
団
体
『
サ
ス
テ
ィ
ナ
鶴
岡
』」

小
野
愛
美
氏
（
合
同
会
社M

aternal

代

表
）、「
サ
イ
エ
ン
ス
と
つ
な
が
る
伝
統
〜

鶴
岡
高
専
の
未
来
教
育
〜
」
伊
藤
卓
朗
氏

（
鶴
岡
高
専
准
教
授
）　

■■申
同
セ
ン
タ
ー
内

「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎

23
‐
２
２
０
０

介
護
人
材
の
す
そ
野
拡
大
事
業　
　

介
護
の
入
門
的
研
修

■■日
９
月
３
日
○火
・
４
日
○水
・
10
日
○火
・
11

日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50
分

（
３
日
は
４
時
20
分
ま
で
、
11
日
は
３
時

ま
で
）　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■対
介
護
事
業

所
へ
の
就
労
を
考
え
て
い
る
方
、
資
格
を

取
得
し
た
い
方
20
人　

■■申
８
月
26
日
○月
ま

で
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
形
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
４
‐
９
３
０
１
へ　

■■他
HP

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

（
全
６
回
）

■■日
９
月
３
日
○火
・
20
日
○金
、
10
月
３
日
○木

・
30
日
○水
、
11
月
21
日
○木
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分
（
４
回
目
未
定
）　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
概
ね
74
歳

以
下
で
、
来
年
度
か
ら
同
推
進
員
と
し
て

活
動
で
き
る
同
講
座
未
受
講
の
方
先
着
24

人　

■■内
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
減
塩
・
心
の
健

康
・
生
活
習
慣
病
予
防
等
に
つ
い
て
の
学

習
、
調
理
実
習　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申

８
月
１
日
○木
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１
へ

甲
種
・
乙
種
（
と
も
に
全
類
）　　

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■■日
９
月
７
日
○土　

■■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）、
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田

市
）　

■■
受
付　

７
月
12
日
○金
〜
25
日
○木

に
電
子
ま
た
は
書
面
で　

■■問
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６

３
１
‐
０
７
６
１　　

■■他
願
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
各
分
署
に
設
置
。
HP

消
防
設
備
士
講
習

■■日
・
■■内
①
９
月
24
日
○火　

②
10
月
１
日
○火

③
２
日
○水　

④
３
日
○木　

■■時
午
前
９
時
10

分
〜
午
後
５
時　

■■場
・
■■定
①
庄
内
総
合
支

講
座
・
講
習
会 
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庁
（
三
川
町
）・
60
人　

②
〜
④
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
・
各
日
１
２
０
人　

■■内
①

②
甲
４
類
、
乙
４
類
・
７
類　

③
甲
・
乙

１
類
〜
３
類　

④
甲
５
類
、
乙
５
類
・
６

類　

■■申
７
月
29
日
○月
〜
８
月
９
日
○金
に
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９

‐
８
４
７
７
へ　

入
居
時
期
は
９
月
中
旬
以
降

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
２

美
原
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ+

Ｓ（
★
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■■申
７
月
１
日
○月
〜
19
日
○金
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■■他
山
形
県
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
活
用
が
可
能
。

★
は
単
身
入
居
可
能
　

入
居
時
期
は
10
月
上
旬

県
営
住
宅
７
月
募
集

■■
募
集
住
宅　

▽
美
原
１
号
・
３
号
・
４

号
、
茅
原
１
号
・
２
号
、
末
広
１
号
・
３

号
…
各
１
戸　

▽
美
原
２
号
、
東
部
３
号
、

茅
原
３
号
、
城
南
２
号
…
各
２
戸　

▽
末

広
２
号
…
４
戸　

■■申
７
月
８
日
○月
〜
12
日

○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社

庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐
３
２
１
０

へ　

■■他
抽
せ
ん
会
は
７
月
24
日
○水

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

入
会
説
明
会

■■日
７
月
12
日
○金
・
30
日
○火
、
８
月
８
日
○木

・
28
日
○水
、
９
月
12
日
○木
・
27
日
○金
午
前

10
時　

■■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
各

日
15
人　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４

４
３
６

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
４

出
展
企
業
・
団
体
募
集

■■日
９
月
22
日
○日　

■■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館　

■■対
環
境
に
関
わ
る
活
動
を
行
う
団
体
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・
機
器
な
ど
を
扱

う
企
業
、
来
場
者
に
軽
食
等
を
販
売
で
き

る
飲
食
店
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
販

売
で
き
る
方（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
含
む
）　

■■費
販
売
が
あ
る
場
合
…
１
、
０
０
０
円

電
源
を
使
用
す
る
場
合
…
５
０
０
円　

■■申

市
HP
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

７
月
19
日
○金
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境

　　

■■時　　

■■場　　

■■定　　

■■対　　

■■内　　

■■師　　

■■費　　

■■持　　

■■問　　

■■申　　

■■他　　

HP　　

…

○月　

○火　

○水　

○木　

○金　

○土　

○日

○月　

○火　

○水　

○木　

○金　

○土　

○日

つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務

局
☎
26
‐
０
１
３
９
へ

奥
の
細
道
羽
黒
山
全
国
俳
句
大
会

投
句
募
集

▼
一
般
の
部　

■■内
自
由
題（
季
節
問
わ
ず
）、

未
発
表
句
２
句
１
組
（
何
組
で
も
可
）

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
８
月
18
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
Ｚ
の
部　

■■内
自
由
題
（
季
節
問
わ
ず
）、

未
発
表
句
１
人
１
句　

■■対
高
校
生
、
専
門

学
校
生
、
大
学
生　

■■申
８
月
18
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
子
ど
も
の
部　

■■内
身
の
回
り
の
物
事
で
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
自
分
が
感
じ
た
こ

と　

■■対
小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生　

■■申
８

月
26
日
○月
ま
で
い
で
は
文
化
記
念
館
内
同

大
会
実
行
委
員
会
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

少
年
の
主
張
大
会
鶴
岡
地
区
大
会

出
場
者
募
集

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
日
頃
抱
い
て
い
る

思
い
や
意
見
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。
応
募

の
あ
っ
た
原
稿
の
中
か
ら
、
鶴
岡
地
区
大

会
出
場
者
を
選
出
し
ま
す
。

■■日
９
月
８
日
○日　

■■対
中
学
生
　
■■内
社
会
や

世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望

や
提
案
等　

■■申
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
に
ま

と
め
、
表
紙
に
①
論
題
、
②
学
校
・
学
年
、

③
氏
名
、
④
提
出
者
の
住
所
・
電
話
番
号
、

⑤
学
校
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

８
月
28
日
○水
ま
で
各
中
学
校
ま
た
は
鶴
岡

警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ　

■■他
受
賞
者
は
上
位
大
会
に
出
場

つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花（
障

害
者
ア
ー
ト
展
）
作
品
募
集

■■日
10
月
４
日
○金
〜
14
日
○月　

■■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■対
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
の
障
害
者
施
設
を
利
用
す
る
障
害
の
あ

る
方　

■■申
８
月
20
日
○火
ま
で
、
申
込
書
に

作
品
の
写
真
を
添
え
て
鶴
岡
市
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
こ
ろ
」
☎
25
‐

２
７
９
４
へ　

■■他
出
品
は
１
人
３
点
ま
で
。

申
込
書
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」出
場
者
募
集

■■対
山
形
県
内
の
49
歳
以
下
の
農
家　

■■申
９

月
10
日
○火
ま
で
同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員

会
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■■他
最
優
秀
賞
受

賞
者
に
は
新
車
軽
ト
ラ
ッ
ク
贈

呈
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

貸
館
の
受
付

▼
大
ホ
ー
ル
市
民
先
行
受
付
（
利
用
調
整

会
議
〈
■■日
毎
月
15
日
午
後
６
時
30
分
〉）

本
番
利
用
…
13
か
月
前　

練
習
利
用
…
７

か
月
前　

▼
通
常
受
付
（
各
月
１
日
か
ら
先
着
順
）

▽
大
ホ
ー
ル　

本
番
利
用
…
12
か
月
前

練
習
利
用
…
６
か
月
前　

▽
小
ホ
ー
ル
…

５
か
月
前　

▽
そ
の
他
…
３
か
月
前　

■■問

同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■■他
空

き
状
況
は
HP
で
確
認
で
き
ま
す

募
集
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・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

無
料　

■■場
・
■■申
藤
沢
周
平
記
念

館
☎
29
‐
１
８
８
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
７
月
７
日
○日
午
後
１
時　

■■定
先
着
20
人

■■費
２
、
５
０
０
円　

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
ゼ

リ
ー
」　

■■日
７
月
13
日
○土
午
前
10
時　

■■定

先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
教
室
「
翡
翠
茄
子
の
お
浸
し

等
」　

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先

着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
ト
マ
ト
た
っ
ぷ
り
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
作

り　

■■日
７
月
27
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着

12
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修　

■■日

７
月
17
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費

６
、
０
０
０
円

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修　

■■日
７
月
23
日
○火

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
品
質
管
理
﹇
実
践
﹈
講
座　

■■日
８
月
21

日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費
６
、
０

０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）　

■■日
８
月

22
日
○木
・
23
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

40
分　

■■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

東
北
振
興
研
修
所　

教
養
セ
ミ
ナ
ー

■■日
７
月
18
日
○木
午
前
10
時　

■■定
先
着
60
人

■■内「
西
廻
り
航
路
を
開
設
し
た
河
村
瑞
賢

と
酒
田
湊
」
相
原
久
生
氏
（
酒
田
市
文
化

資
料
館
光
丘
文
庫
調
査
員
）　

■■費
２
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■場
・
■■申
７
月
12

日
○金
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２
０
８
２
へ

「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
」

一
般
公
開
講
座

■■日
①
７
月
18
日
○木　

②
８
月
８
日
○木　

■■時

午
後
１
時
30
分　

■■場
①
余
目
第
三
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

②
三
川
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■■内
①「
農
村

自
給
圏
〜
ス
マ
ー
ト
テ
ロ
ワ
ー
ル
〜
を
目

指
し
て
」
浦
川
修
司
氏
（
山
大
農
学
部
教

授
）、
松
山
裕
城
氏
（
同
学
部
准
教
授
）　

②「
庄
内
の
在
来
作
物
」
江
頭
宏
昌
氏
（
同

学
部
教
授
）　

■■申
地
域
定
住
農
業
者
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１

‐
５
６
１
５

間
伐
材
活
用
研
修

■■日
７
月
20
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■■場
ひ
ゃ
く
ね
ん

ひ
ゃ
く
ね
ん
森　

■■対
18
歳
以
上
の
市
民

先
着
10
人　

■■内
間
伐
の
役
割
の
説
明
、
丸

太
を
加
工
し
ス
ツ
ー
ル
作
成　

■■師
地
元
林

業
士　

■■申
７
月
12
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
３

４
へ中

央
公
民
館 

短
期
講
座
（
全
４
回
）

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
編
む
か
ご
バ
ッ
グ
作
り

■■日
７
月
29
日
○月
、
８
月
５
日
○月
・
19
日
○月

・
26
日
○月
午
後
７
時　

■■対
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
方
12
人　

■■師
富
樫
優
香
氏

（
プ
ラ
カ
ゴ
作
家
）　　

■■費
３
、
５
０
０
円　

■■場
・
■■申
７
月
９
日
○火
〜
18
日
○木

に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

鶴
岡
高
専
市
民
サ
ロ
ン「
未
来
へ
の
チ

カ
ラ
〜
食
・
農
・
教
育
の
つ
な
が
り
〜
」

■■日
７
月
31
日
○水
午
後
３
時　

■■場
庄
内
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー　

■■定
50
人　

■■内「
ユ
ネ
ス

コ
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡
か
ら
生
ま
れ
た

食
育
食
農
団
体
『
サ
ス
テ
ィ
ナ
鶴
岡
』」

小
野
愛
美
氏
（
合
同
会
社M

aternal

代

表
）、「
サ
イ
エ
ン
ス
と
つ
な
が
る
伝
統
〜

鶴
岡
高
専
の
未
来
教
育
〜
」
伊
藤
卓
朗
氏

（
鶴
岡
高
専
准
教
授
）　

■■申
同
セ
ン
タ
ー
内

「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎

23
‐
２
２
０
０

介
護
人
材
の
す
そ
野
拡
大
事
業　
　

介
護
の
入
門
的
研
修

■■日
９
月
３
日
○火
・
４
日
○水
・
10
日
○火
・
11

日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50
分

（
３
日
は
４
時
20
分
ま
で
、
11
日
は
３
時

ま
で
）　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■対
介
護
事
業

所
へ
の
就
労
を
考
え
て
い
る
方
、
資
格
を

取
得
し
た
い
方
20
人　

■■申
８
月
26
日
○月
ま

で
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山
形
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
４
‐
９
３
０
１
へ　

■■他
HP

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

（
全
６
回
）

■■日
９
月
３
日
○火
・
20
日
○金
、
10
月
３
日
○木

・
30
日
○水
、
11
月
21
日
○木
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分
（
４
回
目
未
定
）　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
概
ね
74
歳

以
下
で
、
来
年
度
か
ら
同
推
進
員
と
し
て

活
動
で
き
る
同
講
座
未
受
講
の
方
先
着
24

人　

■■内
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
減
塩
・
心
の
健

康
・
生
活
習
慣
病
予
防
等
に
つ
い
て
の
学

習
、
調
理
実
習　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申

８
月
１
日
○木
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
３
１
へ

甲
種
・
乙
種
（
と
も
に
全
類
）　　

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■■日
９
月
７
日
○土　

■■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）、
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田

市
）　

■■
受
付　

７
月
12
日
○金
〜
25
日
○木

に
電
子
ま
た
は
書
面
で　

■■問
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６

３
１
‐
０
７
６
１　　

■■他
願
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
各
分
署
に
設
置
。
HP

消
防
設
備
士
講
習

■■日
・
■■内
①
９
月
24
日
○火　

②
10
月
１
日
○火

③
２
日
○水　

④
３
日
○木　

■■時
午
前
９
時
10

分
〜
午
後
５
時　

■■場
・
■■定
①
庄
内
総
合
支

講
座
・
講
習
会 
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庁
（
三
川
町
）・
60
人　

②
〜
④
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
・
各
日
１
２
０
人　

■■内
①

②
甲
４
類
、
乙
４
類
・
７
類　

③
甲
・
乙

１
類
〜
３
類　

④
甲
５
類
、
乙
５
類
・
６

類　

■■申
７
月
29
日
○月
〜
８
月
９
日
○金
に
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９

‐
８
４
７
７
へ　

入
居
時
期
は
９
月
中
旬
以
降

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
２

美
原
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ+

Ｓ（
★
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■■申
７
月
１
日
○月
〜
19
日
○金
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■■他
山
形
県
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
活
用
が
可
能
。

★
は
単
身
入
居
可
能
　

入
居
時
期
は
10
月
上
旬

県
営
住
宅
７
月
募
集

■■
募
集
住
宅　

▽
美
原
１
号
・
３
号
・
４

号
、
茅
原
１
号
・
２
号
、
末
広
１
号
・
３

号
…
各
１
戸　

▽
美
原
２
号
、
東
部
３
号
、

茅
原
３
号
、
城
南
２
号
…
各
２
戸　

▽
末

広
２
号
…
４
戸　

■■申
７
月
８
日
○月
〜
12
日

○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社

庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐
３
２
１
０

へ　

■■他
抽
せ
ん
会
は
７
月
24
日
○水

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

入
会
説
明
会

■■日
７
月
12
日
○金
・
30
日
○火
、
８
月
８
日
○木

・
28
日
○水
、
９
月
12
日
○木
・
27
日
○金
午
前

10
時　

■■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
各

日
15
人　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４

４
３
６

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
４

出
展
企
業
・
団
体
募
集

■■日
９
月
22
日
○日　

■■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館　

■■対
環
境
に
関
わ
る
活
動
を
行
う
団
体
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・
機
器
な
ど
を
扱

う
企
業
、
来
場
者
に
軽
食
等
を
販
売
で
き

る
飲
食
店
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
販

売
で
き
る
方（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
含
む
）　

■■費
販
売
が
あ
る
場
合
…
１
、
０
０
０
円

電
源
を
使
用
す
る
場
合
…
５
０
０
円　

■■申

市
HP
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

７
月
19
日
○金
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境

　　

■■時　　

■■場　　

■■定　　

■■対　　

■■内　　

■■師　　

■■費　　

■■持　　

■■問　　

■■申　　

■■他　　

HP　　

…

○月　

○火　

○水　

○木　

○金　

○土　

○日

○月　

○火　

○水　

○木　

○金　

○土　

○日

つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務

局
☎
26
‐
０
１
３
９
へ

奥
の
細
道
羽
黒
山
全
国
俳
句
大
会

投
句
募
集

▼
一
般
の
部　

■■内
自
由
題（
季
節
問
わ
ず
）、

未
発
表
句
２
句
１
組
（
何
組
で
も
可
）

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
８
月
18
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
Ｚ
の
部　

■■内
自
由
題
（
季
節
問
わ
ず
）、

未
発
表
句
１
人
１
句　

■■対
高
校
生
、
専
門

学
校
生
、
大
学
生　

■■申
８
月
18
日
○日
ま
で

出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行
委
員
会
☎

62
‐
２
３
５
６
へ

▼
子
ど
も
の
部　

■■内
身
の
回
り
の
物
事
で
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
自
分
が
感
じ
た
こ

と　

■■対
小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生　

■■申
８

月
26
日
○月
ま
で
い
で
は
文
化
記
念
館
内
同

大
会
実
行
委
員
会
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

少
年
の
主
張
大
会
鶴
岡
地
区
大
会

出
場
者
募
集

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
日
頃
抱
い
て
い
る

思
い
や
意
見
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。
応
募

の
あ
っ
た
原
稿
の
中
か
ら
、
鶴
岡
地
区
大

会
出
場
者
を
選
出
し
ま
す
。

■■日
９
月
８
日
○日　

■■対
中
学
生
　
■■内
社
会
や

世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望

や
提
案
等　

■■申
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
に
ま

と
め
、
表
紙
に
①
論
題
、
②
学
校
・
学
年
、

③
氏
名
、
④
提
出
者
の
住
所
・
電
話
番
号
、

⑤
学
校
の
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

８
月
28
日
○水
ま
で
各
中
学
校
ま
た
は
鶴
岡

警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ　

■■他
受
賞
者
は
上
位
大
会
に
出
場

つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花（
障

害
者
ア
ー
ト
展
）
作
品
募
集

■■日
10
月
４
日
○金
〜
14
日
○月　

■■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■対
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
の
障
害
者
施
設
を
利
用
す
る
障
害
の
あ

る
方　

■■申
８
月
20
日
○火
ま
で
、
申
込
書
に

作
品
の
写
真
を
添
え
て
鶴
岡
市
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
こ
ろ
」
☎
25
‐

２
７
９
４
へ　

■■他
出
品
は
１
人
３
点
ま
で
。

申
込
書
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」出
場
者
募
集

■■対
山
形
県
内
の
49
歳
以
下
の
農
家　

■■申
９

月
10
日
○火
ま
で
同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員

会
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■■他
最
優
秀
賞
受

賞
者
に
は
新
車
軽
ト
ラ
ッ
ク
贈

呈
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

貸
館
の
受
付

▼
大
ホ
ー
ル
市
民
先
行
受
付
（
利
用
調
整

会
議
〈
■■日
毎
月
15
日
午
後
６
時
30
分
〉）

本
番
利
用
…
13
か
月
前　

練
習
利
用
…
７

か
月
前　

▼
通
常
受
付
（
各
月
１
日
か
ら
先
着
順
）

▽
大
ホ
ー
ル　

本
番
利
用
…
12
か
月
前

練
習
利
用
…
６
か
月
前　

▽
小
ホ
ー
ル
…

５
か
月
前　

▽
そ
の
他
…
３
か
月
前　

■■問

同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■■他
空

き
状
況
は
HP
で
確
認
で
き
ま
す

募
集



20

０
９
０
‐
６
６
８
９
‐
２
０
５
０　

■■他
HP

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
19
日
○金
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

■■場
市
役
所
本
所
別
棟
２
号
館
21
号
会

議
室　

■■対
中
小
企
業
事
業
者　　

■■問
山
形
県

弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐
２
２
３

４
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
26
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人　　

■■場
・
■■申
７
月
25
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部

無
料
相
談
会

■■日
7
月
26
日
○金
午
後
５
時
30
分
〜
７
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
相
続
登
記
、
成
年
後

見
等　

■■問
樋
渡
遼
司
法
書
士
事
務
所
☎
24

‐
２
２
４
７

登
山
や
山
菜
取
り
の
際
に

コ
コ
ヘ
リ
を
レ
ン
タ
ル
し
ま
す

 

「
コ
コ
ヘ
リ
」
は
、
山
中
で
遭
難
し
た
と

き
な
ど
に
、
利
用
者
の
居
場
所
を
特
定
で

き
る
小
型
の
発
信
機
で
す
。
携
帯
電
話
の

電
波
が
な
い
場
所
で
も
作
動
し
ま
す
。
も

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

家
庭
教
育
電
話
相
談

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

15
分　

■■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
２
８
７
６　

■■問
山
形
県
生
涯
教
育
・

学
習
振
興
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
８

７
２　

■■他
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
・

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■■日
７
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
８

月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
の

金
曜
日　

■■時
①
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

（
■■対
40
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族
）
…
午

後
１
時
15
分
・
２
時
30
分　

②
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
…
１
時
30
分
・
２
時
45
分　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■定
各
日
２
人
ず
つ　

■■内
①

社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等　

②
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で

元
気
が
な
い
等　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

庄
内
こ
こ
ろ
塾

無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■■日
７
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分
・
２
時
40

分
（
１
人
50
分
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■定
２

人　

■■内
悩
み
事
に
個
別
相
談　

■■申
同
塾
☎

し
も
の
場
合
に
備
え
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

■■日
11
月
30
日
○土
ま
で　

■■
レ
ン
タ
ル
場
所

市
役
所
羽
黒
庁
舎
、
庄
内
町
・
西
川
町
・

大
蔵
村
・
戸
沢
村
各
役
場
の
ほ
か
、
次
の

施
設
で
貸
出
し
・
返
却
が
で
き
ま
す　

▽

月
山
羽
黒
ル
ー
ト
…
月
山
８
合
目
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス　

▽
月
山
湯
殿
山
ル
ー
ト
…
湯
殿

山
参
籠
所　

▽
月
山
姥
沢
ル
ー
ト
…
ホ
テ

ル
月
山
リ
ゾ
ー
ト
イ
ン
（
西
川
町
）　

▽

月
山
肘
折
ル
ー
ト
…
肘
折
い
で
ゆ
館
（
大

蔵
村
）　

■■費
１
日
１
、
１
０
０
円　

■■問
羽

黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■■日
８
月
10
日
○土
午
後
３
時　

■■場
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内
在
住

の
方
６
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
７
月
８
日

○月
ま
で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
チ
ケ
ッ

ト
は
当
せ
ん
者
に
後
日
郵
送

「
海
の
羽
根
」
募
金
に　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

山
形
県
の
豊
か
な
海
の
環
境
美
化
を
目

的
に
「
海
の
羽
根
」
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

■■日
７
月
１
日
○月
〜
31
日
○水　

■■
募
金
場
所　

県
内
役
所
、
各
総
合
支
庁
、
山
形
県
漁
協
、

釣
具
店
等　

■■問
山
形
県
海
と
渚
環
境
美
化

推
進
協
会
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
６
１
６
１

所
得
税
予
定
納
税（
第
一
期
分
）の

納
付
期
限
は
９
月
30
日
○月
で
す

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
納
税
）
も
利
用
で

き
ま
す
。
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
も
9

月
30
日
が
振
替
日
で
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

（
仮
称
）三
瀬
矢
引
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ

ジ
ー
㈱
で
は
、
三
瀬
及
び
矢
引
周
辺
で
風

力
発
電
所
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

設
置
に
先
立
ち
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、

予
測
及
び
評
価
結
果
を
記
載
し
た
環
境
影

響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
、
意
見
書
の
提
出

を
受
け
付
け
ま
す
。

■■
縦
覧
期
間　

７
月
23
日
○火
〜
８
月
22
日

○木　　

■■
縦
覧
場
所　

本
所
環
境
課
、
図
書

館
本
館
、
上
郷
・
三
瀬
・
由
良
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■
提
出
方
法　

住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
ご
意
見
等
を
記
入
し
、

縦
覧
場
所
に
設
置
の
意
見
箱
に
投
か
ん
ま

た
は
問
合
せ
先
に
郵
送
で
提
出　

■■問
同
社

☎
03
‐
６
４
５
５
‐
４
９
０
０　

■■他
説
明

会
開
催
（
■■日
８
月
８
日
○木
午
後
７
時　

■■場

マ
リ
カ
）。
市
HP

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
発
注
事
業
者
間
の
取
引

に
関
す
る
新
し
い
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

■■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８

２
２
８

そ
の
他

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談

21 広報つるおか　2024 . 7

未来をけん引する青年経営者
を紹介しています

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡100年プライド事業

山形交響楽団 庄内定期演奏会
第33回鶴岡公演

８月31日（土）  午後３時 開演　
荘銀タクト鶴岡　大ホール

山形交響楽団のMusic Partner バボラーク登場！
天才が奏でるモーツァルト＆祖国チェコの響きとシューベルトの歌

■演目
シューベルト：交響曲第７番ロ短調「未完成」D.759
モーツァルト：ホルン協奏曲第３番変ホ長調K.447
ドヴォルザーク：スラヴ舞曲集第２集作品72
■チケット料金（全席指定・税込）
《大人》Ａ席4,800円 Ｂ席4,300円 Ｂペア7,400円
《学生》   Ｂ席2,100円（24歳以下／購入時に要学生証）
※未就学児は入場不可。

©Lucie Cermakova

【指揮＆ホルン】
ラデク・バボラーク山

響
Yamagata
Symphony
Orchestra

▲

山響WEBチケットでの
　オンライン購入　　　　  

▲  ▲  ▲
  

■チケット販売
チケットぴあ
山響チケットサービス（山響事務局内）
荘銀タクト鶴岡、八文字屋鶴岡店、おんがくハウス
みずほ八文字屋（酒田市）、響ホール（庄内町）

■問合せ　山響チケットサービス☎023‐616‐6607
　　　　　（土曜・日曜日、祝日を除く午前10時～午後５時）

【Ｄance!Ｄance!TACT!】オリジナルダンス公演

ワークショップ参加者＆公演出演者募集

◇ダンスワークショップ
■■日８月12日○月午後２時
■■対小学生以上先着30人
■■費500円

９月23日○月にダンス公演を開催。ダンスワークショップ参
加者と公演出演者を募集しますので、ぜひご応募ください。

©Ai Hirano

2024年度自主事業

◆公演出演
■■日練習…８月12日○月、９月19日○木～22日○日　
　本番…９月23日○月　　　
■■対小学生以上先着30人　　■■費1,000円　

【問合せ】荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

共通　■■申７月20日○土まで荘銀タクト鶴岡HP、電話または窓口で

職
場
で
の
化
学
物
質
規
制

見
直
し
の
お
知
ら
せ

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
り
、
4
月
か
ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規

制
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

■■問
事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理
無
料

相
談
窓
口
☎
０
５
０
‐
５
５
７

７
‐
４
８
６
２

国
有
地
を
先
着
順
で
売
却
し

ま
す

■■
売
却
地　

①
三
光
町
２
‐
20
・
外
１
筆

②
井
岡
字
和
田
３
３
２
‐
５　

■■申
７
月
８

日
○月
〜
10
月
11
日
○金
に
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
１
７
６
へ

　市内には、地域の経済的発展の支えになる
とともに、新しい創造力で魅力ある地域づく
りに取り組む青年経営者がいます。
　未来を担う若手を応援するため、老舗事
業所・新規創業・農林水産業等の分野の青年
経営者を、市HPで毎月紹介していきます。

市HPは
こちら

【演出・振付】セレノグラフィカ

■■問本所商工課☎35‐1299



20

０
９
０
‐
６
６
８
９
‐
２
０
５
０　

■■他
HP

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
19
日
○金
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

■■場
市
役
所
本
所
別
棟
２
号
館
21
号
会

議
室　

■■対
中
小
企
業
事
業
者　　

■■問
山
形
県

弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐
２
２
３

４
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
26
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人　　

■■場
・
■■申
７
月
25
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部

無
料
相
談
会

■■日
7
月
26
日
○金
午
後
５
時
30
分
〜
７
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
相
続
登
記
、
成
年
後

見
等　

■■問
樋
渡
遼
司
法
書
士
事
務
所
☎
24

‐
２
２
４
７

登
山
や
山
菜
取
り
の
際
に

コ
コ
ヘ
リ
を
レ
ン
タ
ル
し
ま
す

 

「
コ
コ
ヘ
リ
」
は
、
山
中
で
遭
難
し
た
と

き
な
ど
に
、
利
用
者
の
居
場
所
を
特
定
で

き
る
小
型
の
発
信
機
で
す
。
携
帯
電
話
の

電
波
が
な
い
場
所
で
も
作
動
し
ま
す
。
も

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

家
庭
教
育
電
話
相
談

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

15
分　

■■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
２
８
７
６　

■■問
山
形
県
生
涯
教
育
・

学
習
振
興
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
８

７
２　

■■他
メ
ー
ル
で
も
受
け
付

け
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
・

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■■日
７
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
８

月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
の

金
曜
日　

■■時
①
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

（
■■対
40
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族
）
…
午

後
１
時
15
分
・
２
時
30
分　

②
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
…
１
時
30
分
・
２
時
45
分　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■定
各
日
２
人
ず
つ　

■■内
①

社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等　

②
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で

元
気
が
な
い
等　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

庄
内
こ
こ
ろ
塾

無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■■日
７
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分
・
２
時
40

分
（
１
人
50
分
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■定
２

人　

■■内
悩
み
事
に
個
別
相
談　

■■申
同
塾
☎

し
も
の
場
合
に
備
え
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

■■日
11
月
30
日
○土
ま
で　

■■
レ
ン
タ
ル
場
所

市
役
所
羽
黒
庁
舎
、
庄
内
町
・
西
川
町
・

大
蔵
村
・
戸
沢
村
各
役
場
の
ほ
か
、
次
の

施
設
で
貸
出
し
・
返
却
が
で
き
ま
す　

▽

月
山
羽
黒
ル
ー
ト
…
月
山
８
合
目
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス　

▽
月
山
湯
殿
山
ル
ー
ト
…
湯
殿

山
参
籠
所　

▽
月
山
姥
沢
ル
ー
ト
…
ホ
テ

ル
月
山
リ
ゾ
ー
ト
イ
ン
（
西
川
町
）　

▽

月
山
肘
折
ル
ー
ト
…
肘
折
い
で
ゆ
館
（
大

蔵
村
）　

■■費
１
日
１
、
１
０
０
円　

■■問
羽

黒
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■■日
８
月
10
日
○土
午
後
３
時　

■■場
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内
在
住

の
方
６
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
７
月
８
日

○月
ま
で
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
チ
ケ
ッ

ト
は
当
せ
ん
者
に
後
日
郵
送

「
海
の
羽
根
」
募
金
に　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

山
形
県
の
豊
か
な
海
の
環
境
美
化
を
目

的
に
「
海
の
羽
根
」
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

■■日
７
月
１
日
○月
〜
31
日
○水　

■■
募
金
場
所　

県
内
役
所
、
各
総
合
支
庁
、
山
形
県
漁
協
、

釣
具
店
等　

■■問
山
形
県
海
と
渚
環
境
美
化

推
進
協
会
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
６
１
６
１

所
得
税
予
定
納
税（
第
一
期
分
）の

納
付
期
限
は
９
月
30
日
○月
で
す

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
納
税
）
も
利
用
で

き
ま
す
。
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
も
9

月
30
日
が
振
替
日
で
す
の
で
、
前
日
ま
で

に
口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

（
仮
称
）三
瀬
矢
引
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ

ジ
ー
㈱
で
は
、
三
瀬
及
び
矢
引
周
辺
で
風

力
発
電
所
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

設
置
に
先
立
ち
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、

予
測
及
び
評
価
結
果
を
記
載
し
た
環
境
影

響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
、
意
見
書
の
提
出

を
受
け
付
け
ま
す
。

■■
縦
覧
期
間　

７
月
23
日
○火
〜
８
月
22
日

○木　　

■■
縦
覧
場
所　

本
所
環
境
課
、
図
書

館
本
館
、
上
郷
・
三
瀬
・
由
良
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■
提
出
方
法　

住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
ご
意
見
等
を
記
入
し
、

縦
覧
場
所
に
設
置
の
意
見
箱
に
投
か
ん
ま

た
は
問
合
せ
先
に
郵
送
で
提
出　

■■問
同
社

☎
03
‐
６
４
５
５
‐
４
９
０
０　

■■他
説
明

会
開
催
（
■■日
８
月
８
日
○木
午
後
７
時　

■■場

マ
リ
カ
）。
市
HP

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
発
注
事
業
者
間
の
取
引

に
関
す
る
新
し
い
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

■■問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８

２
２
８

そ
の
他

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談

21 広報つるおか　2024 . 7

未来をけん引する青年経営者
を紹介しています

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡100年プライド事業

山形交響楽団 庄内定期演奏会
第33回鶴岡公演

８月31日（土）  午後３時 開演　
荘銀タクト鶴岡　大ホール

山形交響楽団のMusic Partner バボラーク登場！
天才が奏でるモーツァルト＆祖国チェコの響きとシューベルトの歌

■演目
シューベルト：交響曲第７番ロ短調「未完成」D.759
モーツァルト：ホルン協奏曲第３番変ホ長調K.447
ドヴォルザーク：スラヴ舞曲集第２集作品72
■チケット料金（全席指定・税込）
《大人》Ａ席4,800円 Ｂ席4,300円 Ｂペア7,400円
《学生》   Ｂ席2,100円（24歳以下／購入時に要学生証）
※未就学児は入場不可。

©Lucie Cermakova

【指揮＆ホルン】
ラデク・バボラーク山

響
Yamagata
Symphony
Orchestra

▲

山響WEBチケットでの
　オンライン購入　　　　  

▲  ▲  ▲
  

■チケット販売
チケットぴあ
山響チケットサービス（山響事務局内）
荘銀タクト鶴岡、八文字屋鶴岡店、おんがくハウス
みずほ八文字屋（酒田市）、響ホール（庄内町）

■問合せ　山響チケットサービス☎023‐616‐6607
　　　　　（土曜・日曜日、祝日を除く午前10時～午後５時）

【Ｄance!Ｄance!TACT!】オリジナルダンス公演

ワークショップ参加者＆公演出演者募集

◇ダンスワークショップ
■■日８月12日○月午後２時
■■対小学生以上先着30人
■■費500円

９月23日○月にダンス公演を開催。ダンスワークショップ参
加者と公演出演者を募集しますので、ぜひご応募ください。

©Ai Hirano

2024年度自主事業

◆公演出演
■■日練習…８月12日○月、９月19日○木～22日○日　
　本番…９月23日○月　　　
■■対小学生以上先着30人　　■■費1,000円　

【問合せ】荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

共通　■■申７月20日○土まで荘銀タクト鶴岡HP、電話または窓口で

職
場
で
の
化
学
物
質
規
制

見
直
し
の
お
知
ら
せ

　

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
り
、
4
月
か
ら
職
場
で
の
化
学
物
質
規

制
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

■■問
事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理
無
料

相
談
窓
口
☎
０
５
０
‐
５
５
７

７
‐
４
８
６
２

国
有
地
を
先
着
順
で
売
却
し

ま
す

■■
売
却
地　

①
三
光
町
２
‐
20
・
外
１
筆

②
井
岡
字
和
田
３
３
２
‐
５　

■■申
７
月
８

日
○月
〜
10
月
11
日
○金
に
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
１
７
６
へ

　市内には、地域の経済的発展の支えになる
とともに、新しい創造力で魅力ある地域づく
りに取り組む青年経営者がいます。
　未来を担う若手を応援するため、老舗事
業所・新規創業・農林水産業等の分野の青年
経営者を、市HPで毎月紹介していきます。

市HPは
こちら

【演出・振付】セレノグラフィカ

■■問本所商工課☎35‐1299
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生
ご
み
の
悪
臭
と
重
さ
を

軽
減
し
た
い
で
す

　

暑
い
季
節
に
な
っ
て
く
る
と
、
ご
み

袋
に
入
れ
た
生
ご
み
の
悪
臭
が
気
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
運
ぶ
と
き
に
い
つ
も
重
く
て
大
変
で

す
。
対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

水
切
り
し
て
水
分
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
は
そ
の
重
さ
の
約
80
％
が
水

分
で
す
。
そ
の
た
め
、
ご
み
袋
に
入
れ

る
前
に
１
回
ギ
ュ
ッ
と
絞
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
水
分
が
減
っ
た
分
軽

く
な
り
、
ご
み
袋
の
持
ち
運
び
が
楽
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
雑
菌
の
繁
殖
が
抑

え
ら
れ
、
悪
臭
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。　

　

ほ
か
に
も
、
ご
み
の
焼
却
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
減
っ
て
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
が
抑
え
ら
れ
る
な
ど
、
生
ご

み
の
水
切
り
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

■
生
ご
み
の
水
切
り
方
法

QＡ

①
濡
ら
さ
な
い　

野
菜
の
皮
や
ヘ
タ
は

洗
う
前
に
切
り
落
と
し
、
三
角
コ
ー
ナ

ー
で
は
な
く
直
接
ご
み
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

②
乾
燥
さ
せ
る　

水
分
を
多
く
含
む
お

茶
殻
や
コ
ー
ヒ
ー
か
す
は
、
水
気
を
絞

っ
て
乾
か
し
て
か
ら
、
ご
み
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
１
日
乾
燥
さ
せ
る
だ
け

で
水
分
が
減
り
、
軽
く
な
り
ま
す
。

③
ギ
ュ
ッ
と
一
絞
り　

水
分
を
含
ん
だ

生
ご
み
は
、
捨
て
る
前
に
ギ
ュ
ッ
と
一

絞
り
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
三
角
コ

ー
ナ
ー
や
排
水
口
の
ご
み
受
け
に
水
切

り
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
捨
て
る
際
に
ネ

ッ
ト
ご
と
絞
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

★
水
切
り
グ
ッ
ズ
や
コ
ン
ポ
ス
ト
、
生

　

ご
み
処
理
機
な
ど
、
生
ご
み
の
減
量

　

に
役
立
つ
も
の
も
市
販
さ
れ
て
い
ま

　

す
。

★
せ
ん
定
枝
や
草
を
捨
て
る
と
き
は
、

　

晴
れ
た
日
に
数
日
間
乾
燥
さ
せ
て
か

　

ら
捨
て
る
こ
と
で
、
水
分
が
抜
け
て

　

軽
く
な
り
ま
す
。

◎
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ

　
ッ
ク
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、広
報「
つ

る
お
か
」
６
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま

し
た
。
ご
み
の
分
別
方
法
や
今
回
紹
介

し
た
生
ご
み
の
水
切
り
な
ど
様
々
な
内

容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
HP
で
も
読
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

〈
廃
棄
物
対
策
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

庄内町の小さな旅
初夏の風車村で藍染ツアー●庄内町

■■日７月７日○日午前10時～午後２時　■■場ウイン
ドーム立川　■■定先着10人　■■内藍染でオリジナ
ルストール作り、そば打ち体験、ブルーベリー
摘み　■■費中学生以上…4,000円　小学生…1,00
0円　■■申庄内町観光協会☎0234‐42‐2922　

シルバニアファミリー企画展　
「シルバニア村のおいしい時間」

■■日７月20日○土～９月８日○日午前９時～午後５
時（最終入館は午後４時30分）　■■内シルバニア
村を再現した大型ジオラマの展示等　■■費大人…
1,000円　高校生…500円　中学生以下…無料　　
前売券（オリジナルグラス付き）…1,900円
■■場・■■問酒田市美術館☎0234‐31‐0095　■■他
前売券はローソンチケット（Ｌコード：21671）
で７月19日○金まで数量限定で販売

●酒田市

奥の細道鳥海ツーデーマーチ
聴こう！山のささやき●遊佐町

■■日９月７日○土・８日○日（遊佐町民体育館集合）　
■■問奥の細道鳥海ツーデーマーチ実行委員会☎
090‐2627‐4114　■■他開催時間等詳しくはHP

海水浴場オープン●遊佐町
▶西浜海水浴場・釡磯海水浴場　■■日７月19日
○金～８月18日○日午前８時30分～午後５時
▶十里塚海水浴場　■■日７月20日○土～８月18日
○日午前８時30分～午後５時　
▶共通　　■■問遊佐町企画課☎0234‐72‐5886
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐0176
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

今月の各種相談窓口開設日　７/４～８/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 ９日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 26日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 16日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 10日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 16日◯火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 25日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 18日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 13日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,656人
　　 （男：56,582人、女：61,074人）
　世帯数：49,562世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑ユーチューブは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

献血　７/４～８/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
７．９○火 9：30～11：30 鶴岡ガス㈱
13○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　   　  〃
20○土 10：00～12：00 エスモール
〃 13：30 ～16：00 　　〃
23○火 9：30～11：30 市役所櫛引庁舎
26○金 9：30～11：30 にこ♥ふる
〃 13：00～15：30 　   〃

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ



令
和
６
年
７
月
号
　
N
o
.316

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
が
も
ろ
く
な

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

主
な
要
因
と
し
て
、
加
齢
や
運
動
不

足
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
な
ど
が

あ
り
、
多
く
は
閉
経
後
の
女
性
に
発

症
し
ま
す
。
治
療
に
は
、
骨
吸
収
を

抑
え
る
薬
（
骨
吸
収
抑
制
薬
）
が
使

用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
薬
の
使
用
経
験
が
あ
る
患
者

さ
ん
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
よ
る
炎

症
を
放
置
し
て
い
る
と
、
顎
の
骨
の

細
胞
が
死
滅
し
腐
っ
た
状
態
（
顎
骨

壊え

し死
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
歯
茎
の
腫
れ
や

痛
み
、
う
み
の
排
出
、
骨
の
露
出
な

ど
が
生
じ
、
そ
の
後
の
歯
科
治
療
は

困
難
と
な
り
、
口
腔
外
科
で
の
治
療

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
す
る
に
は
、
薬
が
開
始
さ
れ

る
前
の
歯
科
検
診
と
治
療
、
開
始
さ

れ
た
後
の
歯
磨
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ

ア
、
歯
石
除
去
な
ど
の
定
期
的
な
予

防
歯
科
治
療
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会

と
協
力
し
て
、「
骨
吸
収
抑
制
薬
剤

使
用
中
」
の
シ
ー
ル
を
お
薬
手
帳
に

貼
り
、
医
科
・
歯
科
・
薬
局
が
連
携

す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
治

療
と
と
も
に
、
継
続
し
て
歯
科
治
療

も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
　
荘
内
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科

　

顎
・
顔
面
・
口
腔
の
疾
患
に
対
し

て
、
診
察
・
手
術
を
行
う
診
療
科
で

あ
り
、
一
般
歯
科
治
療
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
主
な
疾
患
に
、
口
腔
が
ん

・
良
性
腫
瘍
・
の
う
胞
・
外
傷
・
炎

症
・
顎
関
節
症
・
先
天
異
常
・
顎
変

形
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
口
腔
が
ん
は
ま
れ
な
疾
患
で

す
が
、
発
見
が
遅
れ
進
行
し
た
場
合

は
治
療
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
当
科
で
は
大
学
病
院
や
が
ん
専

門
病
院
な
ど
と
連
携
し
て
診
療
し
て

い
ま
す
。

荘内病院の医師が
疑問を解決！

　この連載では、医療の身近な疑問に、荘内病院の様々な
診療科の医師がお答えします。６回目となる今回は、皮膚
科と歯科口腔外科です。
　当院では７月に「緩和ケア内科」を開設しました。がん
や治癒困難な病気の患者さんの痛みやけん怠感などの様々
な身体的症状、落ち込みや悲しみなどの精神的な苦痛を和
らげる専門的治療を行います。

◯問合せ　荘内病院総務課☎26‐5111

皮
膚
が
ん
な
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す

　

皮
膚
の
で
き
も
の
に
は
、
良
性
と

悪
性
の
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、

悪
性
で
あ
る
皮
膚
悪
性
腫
瘍
が
い
わ

ゆ
る
皮
膚
が
ん
で
す
。
皮
膚
が
ん
に

は
、
皮
膚
で
最
初
に
発
生
し
た
皮
膚

が
ん
と
、
ほ
か
の
臓
器
が
ん
か
ら
転

移
し
た
転
移
性
皮
膚
が
ん
が
あ
り
ま

す
。

　

皮
膚
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、

基
底
細
胞
が
ん
で
す
。
基
底
細
胞
が

ん
は
、
皮
膚
の
表
面
に
当
た
る
表
皮

の
基
底
細
胞
や
、
毛
包
を
構
成
す
る

細
胞
か
ら
発
生
し
、
黒
っ
ぽ
い
も
の

が
典
型
的
で
す
。
転
移
は
ご
く
ま
れ

で
す
が
、
放
置
す
る
と
骨
ま
で
破
壊

し
ま
す
。
高
齢
の
方
の
顔
面
に
発
生

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ほ
か
の

部
位
や
30
歳
代
く
ら
い
の
若
い
方
に

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
有ゆ

う
き
ょ
く棘細

胞
が
ん
で
、

や
け
ど
の
痕
や
日
光
角
化
症
な
ど
に

続
け
て
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
移
の
有
無
が
生
命
予
後
に
関
係
し

ま
す
。
腫
瘍
が
大
き
か
っ
た
り
、
免

疫
が
低
下
し
て
い
た
り
す
る
場
合
、

転
移
の
頻
度
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ほ
く
ろ
の
が
ん
の
悪

性
黒
色
腫
や
、
汗
を
出
す
汗
腺
由
来

の
汗
腺
が
ん
、
脂
腺
か
ら
の
脂
腺
が

ん
な
ど
の
皮
膚
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
病
変
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
切
り
取
っ
て
調
べ
る
検
査
が

必
要
で
す
。
顕
微
鏡
で
調
べ
る
病
理

検
査
を
行
い
、
皮
膚
が
ん
か
ど
う
か

診
断
し
ま
す
。

　
　

荘
内
病
院
の
皮
膚
科

　

当
科
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
と
連

携
し
て
専
門
的
な
検
査
や
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皮
膚
に
関
す
る
心
配

事
は
、
ま
ず
、
皮
膚
科
専
門
の
開
業

医
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

当
院
皮
膚
科
の
受
診
が
必
要
な
際

は
、
当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
を
経

由
し
て
予
約
を
お
取
り
し
て
い
ま
す
。

皮膚科医師
吉田 幸恵

な
か
な
か
治
ら
な
い
で
き
も
の
が

あ
り
、
皮
膚
が
ん
で
は
な
い
か
と

心
配
で
す
。
皮
膚
が
ん
の
特
徴
や

種
類
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

70
代
女
性
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症

の
薬
を
服
用
し
て
い
ま
す
が
、
薬

の
副
作
用
で
歯
の
治
療
が
難
し
く

な
る
と
聞
き
ま
し
た
。
詳
し
く
教

え
て
く
だ
さ
い
。

歯科口腔外科医師
 武石 越郎

vol.6vol.6「皮膚がん」と「歯の治療」

皮膚科

つるおかの
医療相談

広報
－連載－

歯科口腔外科

骨
粗
し
ょ
う
症
の
薬

を
服
用
中
で
も
、
歯

の
治
療
は
で
き
る
？


